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広報しんしろ

今月の人口
平成18年4月1日現在（前月比）

※転出・転入の取り消しなどで、総人口前月比の合計と異動
　事由の集計が一致しない月もあります。

総人口… 52,467人（－162）

男……… 25,688人（　－83）

女……… 26,779人（　－79）

世帯数…16,183世帯（　＋6）
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暮らしのカレンダー

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

・里山ウォーキング

20065MAY

憲法記念日

不正大麻・けし撲滅
運動（～6月3日）

春の行政相談週間
（～28日）

世界禁煙デー

国民の休日

長篠合戦のぼりまつりメインイベント
（長篠城址）

県民オリエンテーリング大会（東郷東小）

アイ・ウォーキングしんしろ（新城総合公園）

新城春の花写真展特別展示（～6月30日）レストハウス

こどもの日
児童福祉週間（～１１日）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

まゆ花作品展【観】（～31日）

固定資産課税台帳縦覧（～31日）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

設楽原ミニ講座【資】

機織り教室（市資料室）（～28日）

上級救命講習

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

天然石ビーズアクセサリー教室【西】

体育室親子無料開放（午後）【青】

出生……29人

死亡……56人

転入……212人

転出……349人

今月の表紙

野田城大橋開通

　穏やかな小春日和となった3月27日（月）、野田城

大橋の開通を待ちわびた市民ら約200人が見守る中、

式典などが行われました。川路覇城太鼓、八名小学

校マーチングバンド、八名・千郷中学校・新城高校

＆ユースバンドさくらによる吹奏楽でオープニング

を飾ると式典の後、3世代家族6組が渡り初めをし

てお祝いしました。

　この橋の完成で、地域が発展することを期待しま

す。
【文】文化会館・【青】青年の家・【体】市民体育館・【西】西部公民館・【資】歴史資料館

【は】はつらつセンター・【観】観来館

かわ じ は じょう

こ　はる び より
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市
で
は
、
平
成
17
年
度
に
介
護
保
険
事
業
計
画
と
老
人
保

健
福
祉
計
画
を
併
せ
た
「
新
城
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
計
画
の
期
間
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
20

年
度
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
「
介
護
保
険
制
度
」
は
、
40
歳
以
上
の
人
が
被
保
険
者
と

な
っ
て
保
険
料
を
納
め
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕
組

み
と
し
て
平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
の
利
用
者
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ

に
比
例
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
か
か
る
費
用
も
増
え
て
い

る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
現
在
の
社
会
で
は
、

制
度
の
利
用
者
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
か
か
る
費
用
は
、
さ

ら
に
増
え
続
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
、

こ
の
制
度
を
安
定
的
に
運
営
す
る
た
め
、
制
度
の
一
部
が
平

成
18
年
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
介
護
保
険
制
度
は
、
家
族
の
介
護
負

担
の
軽
減
に
重
点
が
置
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正

で
は
高
齢
者
の
心
身
の
状
態
維
持
と
改
善
を
図
る
「
介
護
予

防
」
に
重
点
が
置
か
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
も
、
平
成
18
年
度
か
ら
3
年
間
の

保
険
料
額
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
今
回
の
特
集
で
「
介
護
保
険
制
度
改
正
で
新
設
さ

れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
「
新
城
市
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
」
を
併
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特 集特 集

ミニデイサービス

介護教室

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
概
要

（
老
人
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
）

平
成
18
年
4
月
か
ら

これからは

今までは

できることを引き
出すサービス

心身機能の向
上など、介護
状態の改善

介護が必要
な状態

心身機能の低
下など、介護
状態の悪化

できないことを補
うサービス
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介
護
保
険
制
度
の
新
し
い
点
と

　
　
　
　
　
　
市
の
取
り
組
み

①
　
要
介
護
状
態
区
分
が
変
わ
り
ま
す

　
　
要
介
護
状
態
区
分
が
こ
れ
ま
で
の

　
6
段
階
か
ら
7
段
階
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
新
た
な
認
定
区
分
で
は
、「
要
支
援
」
の

　
人
は
「
要
支
援
1
」
に
、「
要
介
護
1
」

　
の
人
は
「
要
支
援
2
」
と
「
要
介
護
1
」

　
に
分
か
れ
ま
す
。

　
　
こ
れ
ま
で
要
介
護
1
だ
っ
た
人
で
、

　
状
態
の
改
善
や
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が

　
で
き
る
と
介
護
認
定
審
査
会
で
判
断

　
さ
れ
た
人
が
、要
支
援
2
と
な
り
ま
す
。

　
新
た
な
認
定
区
分
で
要
支
援
1
・
2
と

　
認
定
さ
れ
た
人
は
介
護
予
防
サ
ー
ビ

　
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（図1）

要介護1～5の人
介護サービス

「要介護状態区分」が変わりました

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護5

要介護4

要介護3

要介護2

要介護1 要介護1 要支援2

要支援 要支援1

非該当 非該当

これまで 4月から

「新予防給付」の
対象となる人です

【地域支援事業】

地域包括支援センター

非該当（自立）の人は

の対象となります

これまで「要支援」「要
介護1」であった人で、
状態の改善や悪化を
防ぐことができると介
護認定審査会で判断さ
れた人です

（図1）

②
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

　
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
は
、
今
よ
り

　
も
状
態
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、

　
ま
た
少
し
で
も
自
分
で
で
き
る
こ
と

　
が
増
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的

　
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
新
た
な
サ

　
ー
ビ
ス
と
し
て
、
運
動
機
能
の
向
上
、

　
口
腔
機
能
の
向
上
、
栄
養
状
態
を
改

　
善
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
導
入
さ

　
れ
ま
し
た
。
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ

　
い
て
も
、
見
直
し
が
さ
れ
、
自
分
の

　
能
力
を
生
か
し
て
日
常
生
活
を
送
る

　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に

　
変
わ
り
ま
し
た
。

③
　
地
域
支
援
事
業

　
　
要
介
護
認
定
で
非
該
当
と
認
定
さ

　
れ
た
人
や
、
要
介
護
認
定
の
申
請
を

　
し
て
い
な
い
人
な
ど
、
現
在
は
介
護

　
を
必
要
と
し
て
い
な
い
高
齢
者
が
い

　
つ
ま
で
も
そ
の
状
態
を
保
て
る
よ
う
、

　
運
動
機
能
の
向
上
や
閉
じ
こ
も
り
予

　
防
な
ど
の
介
護
予
防
事
業
を
行
い
ま

　
す
。
具
体
的
に
は
運
動
器
の
機
能
向

　
上
や
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能
の
向
上
、

　
閉
じ
こ
も
り
・
う
つ
・
認
知
症
の
予

　
防
な
ど
に
つ
な
が
る
「
介
護
予
防
事

　
業
」
、「
包
括
的
支
援
事
業
」
、「
任
意

　
事
業
」
の
３
つ
の
事
業
が
実
施
さ
れ

　
ま
す
。

地 域 支 援 事 業 （介護保険）

福 祉・保 健 サ ー ビ ス

◎ 平成17年度実施事業　　○ 平成18年度実施拡大

◎ 平成17年度実施事業　　○ 平成18年度実施拡大

※対象など詳細については、介護高齢課にお問い合わせください。

※対象など詳細については、介護高齢課にお問い合わせください。

（必須）

地域包括�

支援

センター�

在宅介護�

支援

センター�

介 護 予 防 事 業

福 祉 サ ー ビ ス

（地域包括支援

センターブランチ）

自己負担300円/１食

2回/年

( 任 意 )

介護予防・地域支え合い事業 
(介護予防等事業.他) 関係

老人保健事業関係
（65歳以上対象）

新規 家族介護支援
事業

費用適正化
事業等

配 食

サービス

友愛訪問

事 業

高齢者

生きがい

活動

支援通所

事業

(ミニデイＳ)

老人

クラブ

活動

助成

健 康

教 育

健 康

相 談

機 能

訓 練

訪 問

指 導

認知症

予防

教室

家 族

介 護

教 室

介 護

用 品

給 付

サービス

事業者

振興事業

介護

相談員

事業

新城・舟着

千　郷

東　郷

八　名

鳳　来

作　手

事業区分

＼

日常生活
圏域

事業区分

＼

日常生活
圏域

新城・舟着

千　郷

東　郷

八　名

鳳　来

作　手

しんしろ福祉会館�

西部福祉会館

麗 楽 荘�

寿 楽 荘�

鳳来（くるみ荘）

作手（虹の郷）

●�
（しんしろ
福祉会館） 

社会福祉協
議会委託

◎ ◎ ◎

◎
◎ ◎ ◎ ◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○○

○

○

○

○

旧 介 護 予 防 等 対 象 事 業 等 そ の 他

ミニデイ

サービス

生活支援

デイ

サービス

研　　修 保健サービス

保健

センター生活支援

ホーム

ヘルパー

寝具乾燥

サービス

緊急通報

システム

サービス

外出支援

サービス

（介護タクシー）

作手外出支援Ｓ

作手福祉バス

回数乗車券

生活支援

ショート

ステイ

シルバー

ハウジング

高齢者

日常生活用具

給付・貸与生活援助
員派遣

高齢者福祉

タクシー

料金助成

ボラン
ティア

ケアマネ・

現任者・

民生委員

健康手帳
交付

基本健診
ガン検診

生活

習慣病

予防等

新城

鳳来

作手

�  　　　満80歳…………5千円
 ① 敬老祝い金　 満90歳…………1万円
  　　　　　　　　満100歳以上… 3万円

その他

② ｢在宅ねたきり老人等介護手当｣�  廃止/介護保険制度も6年が経過し、認定者も2倍となり、
　 在宅サービスを利用することによって、家族の方の介護負担が軽減されてきた為
③ 地区敬老会　対象80歳以上、市･社協補助 1,000円/人�   

④
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
す

　
　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、

　
保
健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護

　
支
援
専
門
員
が
介
護
予
防
に
関
す
る
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介護保険が変わりました特集◎

日 常 生 活 圏 域

在宅介護支援センター
（地域包括支援センター窓口）

保 健 セ ン タ ー

新城･舟着地区

しんしろ福祉会館
介護支援センター
　�23-6728

千　郷　地　区

西 部 福 祉 会 館
介護支援センター
　�24-0505

東　郷　地　区

在宅介護支援センター
麗 　 楽 　 荘
　�22-4000

八　名　地　区

在宅介護支援センター
寿 　 楽 　 荘
　�26-0401

鳳　来　地　区

鳳来在宅介護支援センター
（ く る み 荘 ）
　�35-0694

作　手　地　区

作手在宅介護支援センター
（ 虹  の  郷 ）
　�38-1481

作手 保健センター
　　�37-2839

鳳来 保健センター
　　�32-2811

新城 保健センター
　 �23-8551

「介護予防サービスと地域支援事業」利用の流れ

地域支援事業の対象者（特定高齢者） 介護予防給付の対象者（要支援1・2）

介護予防ケアマネージメント

新 城 市 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

チェックリストなどによる評価 利用申し込み・契約
　地域包括支援センターの職員が対象者の現在の状態
を把握。課題や要望について話し合います

サービスを利用します

一定期間ごとに効果を評価、プランを見直す 一定期間ごとに効果を評価、プランを見直す

　自分の計画（介護予防ケアプラン）にそって、地域
支援事業のサービスを利用します

サービスを利用します
　作成した介護予防ケアプランに基づいて、介護予防
サービスを利用します。利用したサービス費用の1割

　目標を設定して利用する
サービスを決定します

　介護予防サービスを利用する場合は、まず地域包括
支援センターに連絡、相談します。職員が重要事項に
ついて説明しますので、同意したら契約を結びます

担当者との話し合い
　地域包括支援センターの職員と一緒に具体的な介護
予防の目標とこれからの取り組みについて計画をたて
ます（介護予防ケアプランの作成）

担当者との話し合い
　家族や地域包括支援センターの職員・ケアマネジャ
ーと、今どのようなことで困っているか、これからど
のような生活を希望するかなどについて話し合います

ケアプランを作成
　地域包括支援センターの職員やケアマネジャーと一
緒に、具体的な目標や利用する介護予防サービスなど
を定めた「介護予防ケアプラン」を作ります

保
健
師
な
ど

保
健
師
な
ど

主
な
事
業

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

⑥
　
日
常
生
活
圏
域

　
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
に

　
あ
わ
せ
て
、
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た

　
地
域
で
生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

　
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
市
内
を
圏

　
域
ご
と
に
分
け
、
そ
の
圏
域
ご
と
に

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

　
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

　
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
日

　
常
生
活
圏
域
を
設
定
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
し
た
。

　
　
市
で
は
、
既
存
の
在
宅
介
護
支
援

　
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
新
城
舟
着

　
地
区
、
東
郷
地
区
、
千
郷
地
区
、
八

　
名
地
区
、
鳳
来
地
区
、
作
手
地
区
の

　
6
生
活
圏
域
を
設
定
し
ま
す
。

●
　

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す

　
る
対
象
者
（
特
定
高
齢
者
）
の
選
定
と

　
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
を
し

　
ま
す
。

●
　

総
合
相
談
・
支
援

　
　
介
護
や
日
常
生
活
の
相
談
を
は
じ

　
め
、
各
種
制
度
や
施
策
を
活
用
し
た

　
総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
　

権
利
擁
護
、
虐
待
防
止

　
　
高
齢
者
の
人
権
・
財
産
を
守
る
権

　
利
擁
護
虐
待
防
止
事
業
の
拠
点
と
し

　
て
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用
や
虐
待

　
早
期
発
見
・
防
止
を
行
い
ま
す
。

●
　

地
域
の
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の
支
援

　
　
介
護
支
援
専
門
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
ク
づ
く
り
や
難
し
い
事
例
な
ど
の
助

　
言
を
行
い
ま
す
。

●
　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　
　
訪
問
、
通
い
、
泊
り
の
サ
ー
ビ
ス

　
を
組
み
合
わ
せ
て
多
機
能
な
サ
ー
ビ

　
ス
を
提
供
す
る
小
規
模
拠
点
で
す
。

●
　

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

　
　
認
知
症
を
対
象
と
し
た
専
門
的
な

　
ケ
ア
を
提
供
し
ま
す
。

●
　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　
　
認
知
症
高
齢
者
が
介
護
を
受
け
な

　
が
ら
共
同
生
活
を
し
ま
す
。

⑤
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
す

　
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
、

　
原
則
と
し
て
新
城
市
の
被
保
険
者
に

　
限
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
市
は
、
地
域

　
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
、

　
指
導
監
督
の
権
限
が
与
え
ら
れ
、
介

　
護
報
酬
も
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
設

　
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

社会福祉協議会委託　�23-6810

　
こ
と
な
ど
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方

　
へ
の
総
合
的
な
支
援
活
動
を
行
う
拠

　
点
の
こ
と
で
す
。

　
　
市
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　
ー
を
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し

　
ま
す
。
さ
ら
に
、
既
存
の
在
宅
介
護

　
支
援
セ
ン
タ
ー
を
下
部
組
織
と
し
て

　
位
置
づ
け
、
相
互
の
連
携
を
と
り
ま

　
す
。
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福
祉
事
業
と
保
健
事
業

①
　
福
祉
事
業

　
　
介
護
保
険
事
業
見
直
し
の
な
か
で
、

　
既
存
の
福
祉
事
業
に
つ
い
て
も
、
継

　
続
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
と
介
護
保

　
険
事
業
の
地
域
支
援
事
業
に
移
管
さ

　
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
　
介
護
保
険
事
業
で
は
、
主
に
介
護

　
予
防
対
策
が
中
心
と
な
る
こ
と
か
ら
、

　
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
転
倒
予

　
防
教
室
の
実
施
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

　
栄
養
改
善
事
業
、
口
腔
機
能
改
善
事

　
業
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

　
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
以
外
の
高

　
齢
者
に
対
す
る
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

　
友
愛
訪
問
の
充
実
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
高
齢
者
の
自
立
を
支
援

　
す
る
た
め
に
生
活
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル

　
プ
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
支
援
デ
イ
サ
ー

　
ビ
ス
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
、
緊
急

　
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
、
高
齢
者
日
常

　
生
活
用
具
給
付
事
業
、
高
齢
者
緊
急

　
保
護
事
業
な
ど
の
事
業
が
継
続
し
て

　
実
施
さ
れ
ま
す
。

②
　
保
健
事
業

　
　
保
健
事
業
に
つ
い
て
も
国
の
第
４

　
次
保
健
計
画
が
終
了
し
、
新
た
な
計

　
画
策
定
の
時
期
と
な
っ
て
い
る
こ
と

　
か
ら
、
制
度
が
大
き
く
変
更
に
な
り

　
ま
し
た
。
今
ま
で
の
老
人
保
健
事
業

　
の
多
く
が
介
護
保
険
に
移
行
し
、
地

　
域
支
援
事
業
に
移
行
し
ま
す
。

　
　
一
般
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、
健

　
康
診
査
、
検
診
と
あ
わ
せ
ス
ク
リ
ー

　
ニ
ン
グ
が
充
実
さ
れ
、
こ
の
な
か
で

　
将
来
的
に
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に

　
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
を
特
定

　
高
齢
者
と
し
て
抽
出
し
、
運
動
器
の

　
機
能
向
上
や
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能

　
の
向
上
、
認
知
症
予
防
な
ど
の
事
業

　
が
充
実
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
般
高

　
齢
者
施
策
で
は
、
こ
う
し
た
要
支
援
・

　
要
介
護
状
態
に
陥
ら
な
い
た
め
の
健

　
康
教
育
・
相
談
や
訪
問
指
導
、
広
報

　
啓
発
活
動
な
ど
の
対
策
が
充
実
さ
れ

　
ま
す
。

③
　
新
し
い
体
制
づ
く
り

　
　
新
年
度
か
ら
の
高
齢
者
対
策
は
、

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と

　
な
っ
て
き
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ

　
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て
、
各
地
区
の

　
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

　
を
基
本
に
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
・

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
な
ど
の
相
互
の
協
力

　
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
高
齢
者
や
家
族
に
対
す
る

　
総
合
的
な
相
談
・
支
援
や
被
保
険
者

　
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
、
早
期
発
見

　
等
の
権
利
擁
護
事
業
、
支
援
困
難
ケ

　
ー
ス
へ
の
対
応
な
ど
介
護
支
援
専
門

　
員
へ
の
支
援
な
ど
の
事
業
実
施
の
た

　
め
に
、
総
合
的
相
談
体
制
の
強
化
を

　
は
か
り
ま
す
。

介
護
保
険
料（
第
一
号
被
保
険
者
）
の
見
直
し

　
介
護
保
険
料
は
、
基
準
と
な
る
第
4

段
階
の
保
険
料
が
年
間
で
4
万
2
千

7
2
0
円
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
税
制

改
正
（
高
齢
者
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
）

に
よ
り
、
課
税
状
況
が
変
わ
っ
た
人
に

は
激
変
緩
和
措
置
が
あ
り
ま
す
。

所得段階

第 1 段 階

第 2 段 階

第 3 段 階

第 4 段 階

第 5 段 階

第 6 段 階

対　象　者
保 険

料 率
年額保険料 月額保険料

生活保護受給者もしくは老齢福祉年

金の受給者で、本人および世帯全員

が住民税非課税の者

本人および世帯全員が住民税非課税

で、合計所得金額と課税年金収入額

の合計が80万円以下の者

本人および世帯全員が住民税非課税

で、第2段階以外の者

本人が住民税非課税（世帯内に住民

税課税者がいる者）

本人が住民税課税で合計所得金額が

200万円未満の者

本人が住民税課税で合計所得金額が

200万円以上の者

0.50

0.50

0.75

1.00

1.25

1.50

21,360円

21,360円

32,040円

42,720円

53,400円

64,080円

1,780円

1,780円

2,670円

3,560円

4,450円

5,340円

（平成18～20年度の65歳以上の保険料額）
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介護保険が変わりました特集◎

計
画
の
施
策
体
系
計
画
の
体
系
を
定
め
、
計
画
構
成
を
行
い
ま
す

新 城 市 高 齢 者 保 健 福 祉 計 画

元
気
で
健
康
な
高
齢
者

の
た
め
に

特
定
（
虚
弱
）
高
齢
者

の
た
め
に

介
護
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
の
た
め
に

高
齢
者
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
リ

健
康
の
保
持
・
増
進

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進

特
定
高
齢
者
へ
の
支
援

要
支
援
・
要
介
護
高
齢
者

へ
の
支
援

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と

生
活
基
盤
の
整
備

高
齢
者
を
支
え
る
体
制
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
リ

1
　
健
康
づ
く
り
の
支
援

2
　
栄
養
指
導
と
食
の
見
直
し

3
　
健
康
診
査
の
充
実

4
　
介
護
予
防
活
動
の
支
援

5
　
介
護
予
防
一
般
高
齢
者
施
策

6
　
老
人
医
療
適
正
化
の
促
進

1
　
情
報
提
供
の
充
実

2
　
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援

3
　
地
域
福
祉
活
動
へ
の
参
加

4
　
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

5
　
働
く
機
会
の
充
実

1
　
地
域
支
援
事
業
実
施
の
体
制
整
備

2
　
特
定
（
虚
弱
）
高
齢
者
の
把
握

3
　
介
護
予
防
事
業
の
整
備

4
　
自
立
支
援
事
業
の
推
進

1
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

2
　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に

　
　
利
用
す
る
た
め
の
支
援

3
　
要
支
援
・
要
介
護
高
齢
者
へ
の

　
　
生
活
支
援

4
　
認
知
症
高
齢
者
の
ケ
ア
の
充
実

5
　
介
護
者
へ
の
支
援

1
　
日
常
生
活
圏
域
の
設
定

2
　
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の

　
　
整
備

3
　
住
宅
対
策

4
　
老
人
憩
の
家
の
活
用

1
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携

2
　
総
合
相
談
・
地
域
ケ
ア
体
制

3
　
地
域
福
祉
活
動
の
充
実

4
　
情
報
提
供
の
充
実

5
　
利
用
者
保
護
の
仕
組
み
づ
く
リ

6
　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
リ

問
い
合
わ
せ
　
介
護
高
齢
課
　
�
23
‐
7
6
8
8

「
新
城
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

　
　
　
　
　
　
　
の
基
本
理
念

計
画
策
定
に
あ
た
り
、
3
つ
の
基
本
理

念
を
定
め
ま
す
。

「
高
齢
者
の
自
立
と
自
己
決
定
を
尊

重
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
高
齢
者
が
、
地
域
の
な
か
で
尊
重
さ
れ
、

尊
厳
を
持
っ
て
、
自
ら
の
意
思
や
能
力

に
応
じ
て
生
活
し
、
自
分
ら
し
い
生
活

を
お
く
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
サ
ー
ビ

ス
を
選
択
・
決
定
で
き
る
社
会
を
目
指

し
ま
す
。

「
地
域
の
支
え
合
い
の
促
進
と
保
健

福
祉
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
連
携
し
た

ま
ち
づ
く
り
」

　
地
域
の
人
々
が
連
携
し
、
共
に
支
え

合
う
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
心
身
の

機
能
が
低
下
し
て
も
、
保
健
・
福
祉
や

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
連
携
、
活
用
と
、

地
域
社
会
の
な
か
で
の
助
け
合
い
に
よ
り
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

「
高
齢
者
が
元
気
で
、
社
会
参
加
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
」

　
高
齢
者
が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
、
自
立
し
て
生
活
、

社
会
参
加
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。
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民生費
46億7千8百万円市　税

65億6百万円

その他
25億1千6百万円

その他
40億9千7百万円

教育費�
19億5千4百万円

消防費�
21億2千百万円

土木費�
22億4千9百万円

衛生費�
27億3千6百万円

市　債
38億5千3百万円

県支出金�
12億2百万円

国庫支出金
10億6千万円

諸収入
10億6百万円

公債費�
28億5千百万円

地方交付税�
50億円

総務費�
36億1千9百万円

国 民 健 康 保 険 事 業

老 人 保 健

介 護 保 険 事 業

国 民 健 康 保 険 診 療 所

簡 易 水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

公 共 下 水 道 事 業

地 域 下 水 道 事 業

宅 地 造 成 事 業

大 野 簡 易 水 道 事 業

財 産 区（ 20 会 計 ）

小 計

病 院 事 業

水 道 事 業

工 業 用 水 道 事 業

農 業 共 済 事 業

小 計

227億2,400

41億8,990

47億1,840

33億2,530

2億1,670

12億4,960

8億2,220

9億5,170

790

5,740

2,723

3億7,773

159億4,406

63億1,416

15億1,521

1,716

1億4,477

79億9,130

466億5,937

65.1

79.0

60.3

58.2

79.4

15.4

10.9

57.7

38.0

△ 29.6

△ 39.3

△ 13.4

51.8

83.2

68.8

189.7

56.9

79.9

62.5

　
平
成
18
年
度
予
算
は
、
新
市
発
足
後
初
の
通
年
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
的
な
新
市
初

年
度
予
算
と
し
て
、
合
併
後
の
基
本
的
な
方
向
性
を
示
す
重
要
な
予
算
で
す
。
「
新
城
・
希
望

都
市
」
の
実
現
、
新
市
の
速
や
か
な
一
体
化
と
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
厳
し
い
財
政
状
況
と
正
面
か
ら
向
か
い
合
い
、
そ
の
試
練
の
中
か
ら
「
市
民
が
、
人
生
の

す
べ
て
の
ス
テ
ー
ジ
で
要
求
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
、
生
活
の
充
足
度
が
自
慢
で
き
る
ま

ち
」
を
目
指
す
『
緊
急
改
革
型
予
算
』
と
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
、
未
来
へ
の
希
望
に
つ
な
が

る
予
算
と
し
て
、
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
、
防
災
行
政
無
線
整
備
な
ど
の
安
全
・
安
心
対
策

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
未
来
の
新
城
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
事
業
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
�

　
今
回
は
、
新
規
事
業
な
ど
主
な
事
業
の
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

会　　　計　　　名

一　　般　　会　　計

合　　　　　　　　計

予算総額（万円） 伸率（%）

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企

業

会

計

※伸率は前年度対比「H17新市本格予算（H17.10月～H18.3月）」です。



広報しんしろ・ほのか　　2006.5

１．地域資源の把握�  
　　　　自然環境維持改善事業
  
２．自然環境の保全・共生・活用�  
　　　○農地・水・農村環境保全向上活動支援事業
  
３．水源保全と森林の維持活用、河川整備�  
　　　▽森林総合産業の創出事業
  
  
  
  
　　　▽水を汚さない・ムダにしない事業のうち
  　　　　　合併処理浄化槽設置推進事業
  　　　　　浄化槽市町村整備推進事業
　 　　　森林整備地域活動支援事業
　 　　　河川改修事業
  
４．循環型社会の構築�  
　　　○しんしろＥＭＳ推進事業
  
  
　 　　　廃棄物減量化・資源再利用推進事業のうち
　　　　　　収集処理事業
  
５．環境保全体制の構築�  
  　　　　一般公害対策事業

　生態系調査事業

　環境保全向上活動支援事業負担金

　森林資源活用調査・研究事業
　バイオマス等利用推進事業
　バイオマスタウン構想策定・推進事業
○「森林学校」推進事業
○人材育成事業

　合併処理浄化槽設置費補助
　市町村設置型浄化槽整備計画の策定
　計画的・一体的な森林施業の支援
　準用河川五反田川改修工事・用地購入費

　ＥＭＳ維持・改善事業
　地域ＥＭＳ協働事業
　しんしろエコガバナンス事業

　資源物収集委託、空き瓶・古鉄等処理委託経費

　水質検査・公害予防経費

�
581 千円

 
 

1,312 千円
 
 

16,735 千円
 
 
 
 
 

41,125 千円
4,226 千円

55,814 千円
74,780 千円

 
 

944 千円
 
 
 

51,820 千円
 
 

864 千円

平成 年
度18

新市まちづくり計画施策体系別 新規事業は○、新規内容は◇、マニフェスト対応事業は▽、その他は概ね事業費30,000千円以上の事業を掲載

自然環境の保全と共生のまちづくり1

活力あふれる産業振興のまちづくり2

潤いと快適の住環境をめざすまちづくり3

１．農林業の振興� 
　　　○新城設楽地域担い手育成総合支援事業
  
  　　　 学童農園山びこの丘管理運営事業
  　　　 山村振興営農環境整備事業のうち
  　　　　　農道舗装事業
 　　  　ほ場整備事業
  
 　　  　民有林林道事業
  
 　　  　ふるさと林道事業
 　　  　小規模林道事業
  
  
  
  
  
２．商業の振興�  
 　　　  商工業者融資対策事業
  
３．工業の振興�  
  　　　 元気都市しんしろ企業立地奨励事業
  
４．観光の振興�  
  　　　 自然公園等管理事業
  　　　 観光施設等管理事業
  　　　 湯谷温泉源管理事業
　　　○温泉掘削事業（写真①）

  
５．就業支援・雇用対策�  
  　　　 勤労者融資対策事業

　「地域担い手育成総合支援協議会」による担い手への経営改
　善・能力向上支援活動等の実施
　施設の維持・管理経費

　農道舗装工事
　県営緊急農地防災事業・県営ほ場整備事業・団体営ほ場整備
　事業・市土地改良区・小規模排水対策特別事業補助
　開設事業：松峯線、庄ノ沢線
　舗装事業：六田沢栃木線、寺貝津線
　舗装事業：与良木田峰線、雁峰線
　開設事業：善夫愛郷線
　改良事業：塩瀬本線、山中線ほか５路線
　舗装事業：向山線、大島夏明線ほか１路線
　危険地対策事業：六田沢栃木線、大峯線
　計画調査事業：登立線、福津線

　商工業振興資金等各種預託事業

　立地企業への奨励金交付

　天竜奥三河国定公園ほか 5自然公園等管理事業
　ゆ～ゆ～ありいな・サイクリングターミナル運営費
　湯谷温泉源の管理経費
　新泉源掘削経費

　勤労者への住宅・生活資金融資

�
218 千円

 
75,996 千円

 
37,399 千円
77,542 千円

 
60,864 千円
40,960 千円
53,000 千円
30,000 千円
71,800 千円
22,737 千円
22,000 千円

5,520 千円
 
 

323,750 千円
 
 

31,202 千円
 
 

�31,145 千円
158,420 千円

36,746 千円
73,620 千円

 
 

65,000 千円

１．道路網の整備� 
　　　▽道整備交付金事業
  
  
  

　市道樋田新井線：道路改良工事
　市道稲木線：測量・物件調査、用地購入、補償費
　市道西浦城北線：用地購入、補償費
　市道塩沢線：道路改良工事
　市道広野薬師前線：道路改良工事
　市道南原洗出シ線：道路改良工事
　市道大宮線：用地購入、補償費
　市道八束穂県社線：測量・設計委託、用地購入、補償費
　市道田代古戸線：用地測量、用地購入、補償費

�
21,000 千円

131,000 千円
20,000 千円
31,000 千円
73,000 千円
20,000 千円
20,000 千円

136,000 千円
27,000 千円

18年
度



広報しんしろ・ほのか　　2006.5

　　　▽道路新設改良事業
  
  
  
  
  
  　　　 道路舗装事業
  　　　 公共補償事業
  　　　 都市計画街路事業
  
  
２．公共交通の確保�  
  　　　 バス運行事業
  
３．市街地の整備� 
　　　▽中心市街地活性化対策事業
  
  
  　　　 都市計画一般事務経費
  
４．上・下水道の整備�  
  　　　【簡易水道事業特別会計】
  　　　　　施設管理費
  　　　　　拡張事業費
  　　　【水道事業会計】
  　　　　　配水設備拡張事業
  　　　　　配水設備改良事業
  　　　　　第6期拡張事業
　　　▽【農業集落排水事業特別会計】
  　　　　　 事業費
  
　　　▽【公共下水道事業特別会計】
  　　　　　管渠等整備事業
  　　　　　豊川流域下水道建設事業
  
５．住宅・公園・コミュニティ施設の整備�  
 　　  　斎苑管理事業
　　▽○第二東名関連・墓地移転事業
  　　　 市営住宅管理事業
　　　○市場台公園整備事業
　　　○八名井工業団地公園整備事業
  　　　【宅地造成事業特別会計】
  
  
６．情報・通信設備の充実�  
　　　▽高度情報化社会推進事業
  
  
  　　　 システム管理事業
  　　　 情報通信基盤整備事業

７．廃棄物処理・施設整備�  
  　　　 廃棄物処理事業のうち収集運搬事業
  　　　 クリーンセンター管理事業
  
  　　　 し尿処理施設管理事業
  
  　　　 し尿収集事業
  　　　 最終処分場維持管理事業

　市道萩平野川大田線：道路改良工事
　市道須長線：道路改良工事
　市道上平井線：測量・設計委託、用地購入
　市道高里千万町線：測量・物件調査
　市道吉村線：道路改良工事
　その他市道：川売線ほか
　市単独事業
　一般国道151号新城バイパスほか
　栄町線：用地購入、補償費
　野田城線：用地購入、道路改良工事

　Ｓバス・市営バス（鳳来・作手）運行事業

◇中心市街地活性化プラン策定委託
◇中心市街地活性化プラン策定市民活動支援業務委託
　中心市街地にぎわいのまちづくり活動補助
◇都市計画マスタープラン策定業務委託

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　施設管理経費（鳳来・作手）
　鳳来南部簡易水道・大野簡易水道・◇池場簡易水道
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　配水管布設工事
　配水管布設替・杉山ポンプ場受変電盤取替工事等
◇八名井浄水場建築工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　建設事業：塩沢地区、巴地区
　農村総合整備事業：開成地区、巴地区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　汚水管渠布設工事・汚水桝設置等委託
　豊川流域下水道建設費負担金

　しんしろ斎苑維持管理経費
　有海区共同墓地移転経費
◇作手新規住宅用地造成工事・用地購入等
　市場台南公園造成工事
　八名井工業団地公園造成工事
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　宅地37区画の売り出し

◇情報化推進委員会アドバイザー業務
◇地域情報化計画作成委託
　三河山間地域情報通信格差対策促進事業負担金等
　基幹系システム等運用経費
　庁内ＬＡＮ管理事業

　可燃物・不燃物の収集委託
　クリーンセンター維持管理経費
　一般廃棄物（可燃ごみ）処理業務
　清掃センター維持管理経費
◇汚泥脱水機更新工事
　し尿収集、手数料の徴収業務等
　鳥原・有海・七郷一色・作手菅沼埋立処分場維持管理経費

10,000 千円
110,000 千円

43,000 千円
9,900 千円

44,261 千円
224,545 千円

30,200 千円
102,206 千円

90,397 千円
30,042 千円

 
 

63,871 千円
 
 

4,560 千円
 
 

6,297 千円
 
 

1,249,600 千円
 
 

1,515,213 千円
 
 
 

822,200 千円
 
 

951,700 千円
 
 
 
 

30,699 千円
114,300 千円

61,377 千円
50,097 千円

3,500 千円
57,400 千円

 
 
 

13,570 千円
 
 

63,204 千円
51,457 千円

 
 

60,565 千円
369,854 千円

 
284,120 千円

 
36,236 千円
34,085 千円

①
新
泉
源
掘
削

②
児
童
ク
ラ
ブ
増
設

健康と安全・安心のまちづくり4
１．保健・医療の充実�  
　 　　 福祉給付金支給事業
  　　　 障害者医療費助成事業
  　　 乳幼児医療費助成事業
  　　　未就学幼児医療費助成事業

　福祉医療該当者への医療費一部負担分の給付
　対象者：身体障害者手帳（３級以上）所持者等
　対象者：４歳未満児
　対象者：４歳から就学前までの幼児

�
111,039 千円

96,604 千円
68,098 千円
48,194 千円



広報しんしろ・ほのか　　2006.5

  　　　救急医療対策事業
  　　　保健事業のうち健康診査事業
  　　　予防接種事業
  　　　【国民健康保険診療所特別会計】
  　　　　　医業費
  　　　【新城市民病院会計】
  　　

２．高齢者福祉の充実�  
  　　　 高齢者福祉事業
  　　　 高齢者保護措置事業
  　　　 新城市養護老人ホーム運営費
  
３．社会福祉の充実�  
  　　　 社会福祉援助事業
  　　　 福祉手当等給付事業
　　　○障害福祉計画策定事業
　　　○障害者自立支援事業
  
  
  
４．子育て支援の充実�  
　　　▽放課後児童対策事業（写真②）

  　　　 次世代育成支援行動計画達成度評価事業
  　　　 児童手当支給事業
  
  　　　 児童扶養手当支給事業
  　　　 保育所運営費
  　　　 作手児童福祉施設整備事業（写真③）

  
５．社会保障制度の充実�  
 　  　　扶助事業
  　　　【国民健康保険事業特別会計】
  　　　　　保険給付費
  　　　　　老人保健拠出金等
  　　　【老人保健特別会計】
  　　　　　医療諸費
  
  　　　【介護保険事業特別会計】
  　　　　　保険給付費
  
　　　　〇地域支援事業費
  
６．地域ケアシステムの構築� 
 　　　　高齢者福祉事業のうち虚弱高齢者支援事業

７．消防・防災・防犯・交通安全対策の充実�  
　　 　 安全安心事業
　　　 交通安全対策事業
　　 　 消防活動事業
　　 　 消防施設・設備管理事業
　　 　 消防施設・設備整備事業
  
　　▽○消防防災センター（仮称）建設事業（写真④）

　 　　 消防団員福利厚生・研修事業
　　　 災害対策一般事務経費
　　▽○防災行政無線設備整備事業

　第２次救急医療対策・在宅当番医制運営事業等
　基本健康診査をはじめ、各種検診の実施
　各種予防接種の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　診療費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　医療機器の整備、更新等

　各種介護予防・高齢者生活支援等事業
　養護老人ホーム入所措置
　施設管理費・入所者福祉等事業費

　社会福祉協議会等各種団体への補助等
　特別障害者手当・障害者手当等給付
　障害福祉計画の策定業務
　支給決定事務事業
　介護給付事業（居宅系サービスの実施）
　訓練等給付事業（施設系サービスの実施）

　児童クラブを６カ所から９カ所に増設
◇行動計画の一本化と目標達成度を検証
　小学校３学年修了前まで3,397人
◇小学校４学年～６学年まで1,320人
　児童扶養手当
　保育所20園の施設管理・運営経費
　保育所建設費（H17・18継続事業）

　生活保護の実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　療養諸費・高額療養費・出産育児一時金・葬祭費
　老人保健医療費拠出金・介護保険納付金等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　医療給付費・医療費支給費
　対象年齢引き上げ（70→75歳）移行中
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総額
　介護サービス・介護予防サービス等諸費
   高額介護サービス・特定入所者介護サービス等諸費
   介護予防事業費、包括支援事業費・任意事業費

   生活支援デイサービス・生きがい活動支援通所経費

◇国民保護計画の策定
◇交通指導補助員の拡充
   火災・救急・救助活動経費等
   消防庁舎・消防車両・消防水利の管理経費
   消防水利：貯水槽新設工事等
   消防車両：高規格救急車整備
   消防防災センター（仮称）建設工事等
   消防団員退職報奨金
◇地震防災ハザードマップ作成（鳳来・作手地区）
   防災行政無線整備工事等

37,292 千円
183,214 千円

58,247 千円
216,700 千円

 
6,314,162 千円

 
 
 

78,958 千円
61,503 千円

132,882 千円
 
 

86,919 千円
79,900 千円

2,642 千円
301,656 千円

 
 
 
 

18,555 千円
100 千円

337,510 千円
 

115,722 千円
1,013,769 千円

240,852 千円
 
 

191,549 千円
4,189,900 千円

 
 

4,718,400 千円
 
 

3,325,300 千円
 
 
 �

 
 15,165 千円

 

5,437 千円
10,216 千円
40,476 千円
37,377 千円
73,285 千円

 
308,989 千円

55,277 千円
8,894 千円

708,885 千円

③
作
手
児
童
福
祉
施
設

　
（
H
18
・
3
月
末
現
在
）

④
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

　
イ
メ
ー
ジ

個性を磨く教育・文化のまちづくり5

１．学校教育の充実�  
 　　 　 教育指導事業
  　　　 小学校管理事業
�
　　　　通学費援助事業

　副読本・教科書等購入、学校指導事業等
　小学校20校の管理経費
◇鳳来寺小学校ポンプ室改修工事
◇小学生対象者の拡充

�
29,488 千円

193,378 千円
 

20,197 千円
▽



広報しんしろ・ほのか　　2006.5

　　▽○八名小学校屋内運動場改築事業
　　▽○東陽小学校校舎耐震補強事業
  　　　 中学校管理事業
  　　　 作手中学校屋内運動場改築事業
  
２．生涯学習の推進�  
　　　○公民館建設事業
  
３．文化・スポーツ活動の充実�  
  　　　 地域文化広場管理事業
　　　▽ＤＯＳ地域再生事業
  
  　　　 体育施設管理事業
  
４．歴史文化財の継承と活用� 
  　　　 長篠城址史跡保存整備事業
  
５．青少年の健全育成�  
  　　　 青少年健全育成事業
  　　　 家庭教育推進事業
  
６．国際化への対応�  
　　　▽国際交流事業のうち友好都市交流事業

　屋内運動場改築工事・同工事監理委託
　実施設計委託
　中学校６校の管理経費
　屋内運動場耐力度調査

　出沢公民館建設事業

　地域文化広場の管理運営経費
　新城ラリー、ツール・ド・新城支援事業
◇DOS地域再生プラン推進事業
　鬼久保ふれあい広場ほか11体育施設の管理経費

   城址保存整備基本計画策定、指定地内用地購入等

   青少年健全育成体験講座開催経費等
   親子体験教室、ふれあい活動、活動費補助

   ニューキャッスルサミット代表派遣
   国際交流協会補助

269,634 千円
1,800 千円

112,135 千円
2,280 千円

 
 

24,059 千円
 
 

125,266 千円
1,755 千円

 
87,051 千円

 
 

21,451 千円
 
 

688 千円
368 千円

 
 

3,472 千円
 

１．市民交流と融和の推進�  
  　　　 市民スポーツ振興事業
  
２．まちづくり活動の推進と組織の育成�  
　　　○地域活性化推進事業のうち
  
３．住民参加の促進�  
　　　▽地域審議会運営事業
  
４．協働行政の推進体制の確立�  
　　▽○地域活性化推進事業のうち
  
５．男女共同参画社会の実現� 
  　　　 男女共同参画施策推進事業
  
６．広域連携と交流促進�  
　　　○地域活性化推進事業のうち
  
  

　新城マラソン大会開催事業

　自治総合センターコミュニティ助成

　地域審議会運営経費

　住環境プラン事業化検討、めざせ明日のまちづくり事業補助

　女性フォーラム開催経費

　山間地活性化・定住促進プログラム作成委託
　東田原園地整備工事
　地域振興イベント負担金ほか各種補助事業

�
1,638 千円

 
 

7,500 千円
 
 

1,868 千円
 
 

18,781 千円
 
 

1,062 千円
 
 

39,596 千円
 
  

１．情報公開制度の充実�  
　　▽○電子入札導入事業
　　　▽財政管理一般事務経費
  
２．行政改革の推進と行政評価制度の導入�  
  　　　 行政改革推進事業
  　　　 行政評価推進事業
  
３．定員適正化計画の策定�  
  　　　 行政改革推進事業（再掲）
  
４．公有財産の適正管理と活用�  
　　　▽庁舎建設研究事業
  
５．自主財源の確保と効率的財政運営� 
  　　　 予算編成システム・決算統計ｼｽﾃﾑ管理事業
  
６．総合計画と財政計画の整合性�  
　　　　総合計画策定事業

　電子申請・電子入札の実施準備経費
◇「ザイセイの話」を発行

　集中改革プランの策定・補助金検討委員会の開催
　行政評価制度の導入・試行

　集中改革プランの策定・補助金検討委員会の開催

　庁舎建設の研究

　予算編成・決算統計のシステム管理経費

　総合計画の策定経費、県職員受入に関する負担金

610 千円
5,637 千円

 
 

305 千円
107 千円

 
 

305 千円
 
 

54 千円
 
 

4,258 千円
 
 

7,736 千円

　　　▽議会活動事業
 
 
　　　　市・市長交際費
　　　　退職手当組合清算経費
　　　▽企画調査事業
　　　▽特区・地域再生推進事業
　　　▽インター周辺基本計画調査事業
　　　○新城市みんなのまちづくり基金積立事業

　議員調査研究事業
　各種会議等関連事業
　議会・議長交際費
　市・市長交際費
　退職手当組合清算経費
　鳳来字名意向調査
　構造改革特区や地域再生の制度活用のための情報収集
　周辺整備の検討と研究の実施
　新城市みんなのまちづくり基金創設

10,813 千円
2,035 千円
1,000 千円
2,000 千円

150,000 千円
698 千円
132 千円

34 千円
1,000,000 千円

住民参加と協働のまちづくり6

健全な行財政運営をめざすまちづくり7

その他8
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問い合わせ　消防署　�22‐1119

　
皆
さ
ん
、
市
消
防
署
管
内
で
平
成

17
年
度
に
、
何
人
の
方
が
救
命
講
習

を
受
講
さ
れ
た
か
ご
存
知
で
す
か
。

　
普
通
救
命
講
習
が
約
650
人
、
上
級

救
命
講
習
が
約
50
人
と
中
学
生
、

高
校
生
も
含
め
、
実
に
700
人
ほ
ど
の

方
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
使
用
方
法
を
含
め
た
心
肺
蘇

生
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
毎
年
多
く
の
方
々
が

受
講
さ
れ
る
た
め
、
119
番
の
入
電
時
、

通
信
指
令
室
か
ら
の
「
あ
な
た
は
心

肺
蘇
生
法
の
や
り
方
が
分
か
り
ま
す

か
」
の
問
い
か
け
に
「
は
い
、
分
か

り
ま
す
」
と
答
え
て
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
間
、
心
肺
蘇
生
を
実

施
し
て
く
れ
る
方
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
救
命
率
の
向
上

に
は
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
命
を
救
う
方

法
（
早
期
除
細
動
と
絶
え
間
な
い

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
今
年
度
も
多
く
の
講

習
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
初
め
て
の
方
、
以
前
受
講
さ
れ

た
事
の
あ
る
方
な
ど
、
皆
さ
ん
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
開
催
日

　
午
前
９
時
〜
正
午
（
３
時
間
）

本
署

　
８
月
13
日

（日）
・
平
成
19
年
２
月

　
11
日

（日）

鳳
来
分
署

　
６
月
11
日

（日）
・
12
月
10
日

（日）

作
手
出
張
所

　
４
月
９
日

（日）
・
10
月
８
日

（日）

上
級
救
命
講
習
開
催
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
5
時
（
８
時
間
）

本
署

　
５
月
21
日

（日）

鳳
来
分
署

　
９
月
17
日

（日）

作
手
出
張
所

　
平
成
19
年
１
月
21
日

（日）

　
こ
の
ほ
か
、
東
栄
分
署
、
設
楽

分
署
で
も
実
施
さ
れ
、
毎
月
い
ず

れ
か
の
署
で
講
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
受
講
希
望
の
方
は
、
お
近

く
の
消
防
署
ま
で
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
受
講
料
は

無
料
で
す
。

　
「
救
命
講
習
を
受
け
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
」
と
自
信
を
持
っ
て
言
え
る
、

自
信
を
持
っ
て
実
施
で
き
る
、
そ

ん
な
人
に
あ
な
た
も
な
り
ま
せ
ん

か
。

　
入
園
、
入
学
、
就
職
、
異
動
な
ど
、
家
族
の
中
で
新
し
い
生
活
が
始

ま
っ
た
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
新
し
い
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
、
も
う
一
度
、
身
の
回
り

の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
普
段
か
ら
、
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
で
、

災
害
発
生
時
に
落
ち
着
い
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

危
険
箇
所
な
ど
の
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ら
、
自
分
ひ
と
り
だ
け
の
も

の
と
せ
ず
、
家
族
の
情
報
と
し
て
共
有
し
ま
し
ょ
う
。
学
校
や
職
場
な

ど
、
家
族
が
別
々
の
場
所
に
い
る
時
に
災
害
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ど
こ
に
避
難
し
、
ど
う
い
っ
た
方
法
で
連
絡
を
取
り
合
う
の
か
、

も
う
一
度
、
家
族
で
話
し
合
い
、
確
認
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
平
成
17
年
の
救
急
出
動
は
、
２,
２
１
２
件
で
、
救
急
搬

送
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
救
急
車
が
、
同
時
に
全
て
出
動
し
て
い
る
こ
と
も

珍
し
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　
今
後
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
風
邪
を
ひ

い
て
熱
が
あ
る
、
転
ん
で
少
し
怪
我
を
し
た
な
ど
、
自
家
用
車

で
行
け
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
、
救
急
車
を
呼
ば
な
い
よ
う

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
救
急
車
は
便
利
な
タ
ク
シ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

は

ん

け
　
　
が

そ

う
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わ
た
し
た
ち
の
生
活
や
経
済
活
動

は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
環
境

に
悪
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
影
響
は
地
域
の
環
境
問

題
だ
け
で
な
く
、
地
球
環
境
問
題
と

し
て
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
、
と
り
か
え
し
の
つ
か

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
最
も
身
近
な
と
こ
ろ
、

日
々
の
消
費
生
活
か
ら
環
境
に
配
慮

し
た
取
り
組
み
を
市
全
体
で
進
め
て

い
く
た
め
、
そ
の
中
心
的
役
割
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
計
画
す
る

た
め
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
消
費
活
動
と

し
て
、
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
」

「
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
」
が
あ
る
と

い
う
人
、
い
ま
ま
で
は
あ
ま
り
意

識
し
な
か
っ
た
が
こ
れ
か
ら
勉
強

し
た
い
人
、
い
ろ
い
ろ
な
人
の
知

恵
と
行
動
が
地
域
の
環
境
力
に
な

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
講
座
で
は
消
費
す
る
商
品
の
安

全
を
求
め
る
権
利
、
知
る
権
利
、

選
択
す
る
権
利
な
ど
「
消
費
者
の

権
利
」
を
中
心
に
、
市
に
お
け
る

具
体
的
な
取
り
組
み
の
し
く
み
と

実
施
方
法
を
学
び
ま
す
。
講
師
は
、

参
加
者
相
互
を
基
本
に
、
必
要
に

応
じ
外
部
か
ら
招
聘
し
ま
す
。

　
で
き
れ
ば
市
内
在
住
の
方
。
年
齢
・

　
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
5
月
19
日

（金）

　
市
民
公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー

で
、
新
城
市
環
境
基
本
条
例
の
案
を
作
り

ま
し
た
。

　
合
併
で
廃
止
さ
れ
た
旧
新
城
市
環
境
基

本
条
例
を
基
に
会
議
を
2
回
開
催
し
、
出

さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
を

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
で
意
見
を
求

め
、
３
回
目
の
会
議
で
再
度
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
環
境
の
保
全
と
創
出

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
定
め
る

「
新
城
市
環
境
基
本
条
例
」
と
し
て
、
３

月
市
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
城
市
環
境
基
本
条
例
は
、
新
城
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た

消
費
生
活
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

参
加
者
募
集

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
　
参
加
者
募
集

新城市環境
基本条例

新城市の
環境施策

新城市環境
審議会

新城市環境
基本計画

市民環境
会議

公表
（年次報告）

市　　民

事業所

行　　政

協　　働

市民の取り組み

事業所の取り組み

意見・要望

行政の取り組み

見直し審
　
議

推　進

反
　
映

公　募

公
募

反　映

設
　
置

市の環境への取り組みのイメージ

　
市
の
面
積
の
約
84
％
は
森
林
で
、

こ
の
森
林
の
多
く
が
放
置
さ
れ
、
荒

廃
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
を
解
決

す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

森
づ
く
り
へ
の
参
加
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
市
民
参
加
の

森
づ
く
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
進
め
て
い
く
た
め
、
リ
ー
ダ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
　

　
市
内
の
「
い
ろ
い
ろ
の
森
づ
く
り
」

　
市
民
団
体
と
、
N
P
O
法
人
森
林

　
真
剣
隊
の
活
動
を
中
心
に
行
い
ま

　
す
。

　
住
所
・
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

　
ん
。

　
5
月
19
日

（金）

　
　
森
林
政
策
課

 
　
�
23
‐
7
6
3
1

　
　
循
環
社
会
推
進
課

 
　
�
23
‐
7
6
7
7

も
と

へ

い

●〆

●〆

●対

●対 ●内●申
■本

●申
■本
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市
で
は
、
新
城
市
環
境
基
本
条
例

第
14
条
の
規
定
に
よ
り
「
新
城
市
環

境
審
議
会
」
を
設
置
し
ま
す
。

　
環
境
審
議
会
は
、
市
長
が
委
嘱
す

る
委
員
で
組
織
し
、
環
境
の
保
全
と

創
出
に
関
す
る
基
本
的
事
項
や
重
要

事
項
を
審
議
し
ま
す
。

　
審
議
事
項
は
、
生
活
環
境
、
自
然

環
境
、
地
球
環
境
の
分
野
に
わ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
の
意
見
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
城
市
環
境
審
議
会
委

員
を
公
募
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
期
日
ま
で
に
循
環
社
会
推
進
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
公
募
す

る
委
員
は
10
人
以
内
で
、
任
期
は
２

年
で
す
。

　
な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

「
ロ
ー
カ
ル
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
」
を
テ

ー
マ
に
作
文
（
400
字
程
度
）
で
選
考

し
ま
す
。

　
5
月
19
日

（金）

申
込
資
格

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
専
門
知
識

　
や
意
見
を
お
持
ち
の
方
で
、
平
日

　
の
会
議
に
も
出
席
で
き
る
方
で
あ

　
れ
ば
、
性
別
・
職
業
は
問
い
ま
せ

　
ん
。

本
庁
・
循
環
社
会
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
9

鳳
来
総
合
支
所
・
水
道
環
境
課
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
�
32
‐
1
9
8
7

作
手
総
合
支
所
・
水
道
環
境
課
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
�
37
‐
2
2
1
1

「
新
城
市
環
境
審
議
会
委
員
」

を
募
集
し
ま
す

目
的

 
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と

　
し
て
、
市
民
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

　
ギ
ー
利
用
を
積
極
的
に
支
援
す
る

　
こ
と
に
よ
り
、
環
境
保
全
に
対
す

　
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
。

対
象

 
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
（
店

　
舗
な
ど
と
併
設
住
宅
を
含
む
）
に

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

　
る
方

補
助
金
額

 
最
大
出
力
値
に
５
万
円
を
乗
じ
た

　
額
（
限
度
額
20
万
円
）

そ
の
他

 
申
し
込
み
受
け
付
け
は
、
先
着
順

　
に
行
い
ま
す
。
要
綱
・
様
式
な
ど

　
は
循
環
社
会
推
進
課
で
配
布
、
ま

　
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

　
す
。

     h
ttp

://w
w

w
.c

it
y
.s

h
in

s
h

iro
.lg

.jp

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
市
で
は
、
新
城
市
環
境
基
本
条
例

第
７
条
の
規
定
に
よ
り
「
新
城
市
環

境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
環
境
の
保
全
と
創
出
に

関
係
す
る
施
策
を
総
合
的
、
計
画
的

に
進
め
る
た
め
、
本
市
に
お
け
る
将

来
の
望
ま
し
い
環
境
像
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
計
画

案
の
作
成
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
日
 

ま
で
に
循
環
社
会
推
進
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
5
月
19
日

（金）

申
込
資
格

　
18
歳
以
上
で
、
市
内
に
在
住
ま
た

 
は
在
勤
の
方

あ
な
た
も
「
新
城
市
環
境
基
本

計
画
案
」
の
作
成
に
参
加
し
ま

せ
ん
か

 
環
境
へ
の
取
り
組
み
を
話
し
合
い
、

そ
の
対
策
案
を
つ
く
る
「
市
民
環
境

会
議
」
に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん

か
。
あ
な
た
の
意
見
が
環
境
の
改
善

に
つ
な
が
り
ま
す
。

 
「
市
民
環
境
会
議
」
は
、
身
近
な
ご

み
問
題
や
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど
、

わ
た
し
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
市
民

や
事
業
所
の
皆
さ
ん
で
解
決
策
を
話

し
合
い
、
具
体
的
な
行
動
に
移
し
て

い
く
こ
と
を
目
的
に
設
置
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
日

ま
で
に
循
環
社
会
推
進
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
5
月
19
日

（金）

申
込
資
格

　
18
歳
以
上
で
、
市
内
に
在
住
ま
た

 
は
在
勤
の
方

環
境
へ
の
取
り
組
み
を

話
し
合
う
「
市
民
環
境
会
議
」

メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
ま
す

譲
り
た
い
も
の

�
子
ど
も
用
す
べ
り
台

　
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

�
折
り
た
た
み
ベ
ッ
ド

�
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

�
か
ご
（
ペ
ッ
ト
持
ち
運
び
用
）

�
か
ご
（
ハ
ム
ス
タ
ー
用
）

�
ペ
ッ
ト
用
サ
ー
ク
ル

　
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

譲
っ
て
ほ
し
い
も
の

�
引
き
臼

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ

て
ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る
方
は
、

①
名
前
　
②
住
所
　
③
電
話
番

号
を
本
庁
循
環
社
会
推
進
課
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今月のリサイクル
　　情報コーナー
今月のリサイクル
　　情報コーナー

問
い
合
わ
せ

●〆

●〆

●〆

●HP
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ほ
う
ら
い
住
環
境
プ
ラ
ン
策
定
事

業
で
、
６
団
体
に
委
託
し
て
い
た
事

業
が
こ
の
２
月
末
で
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
地
域
づ
く
り
の
主

体
と
な
る
地
域
住
民
自
ら
が
、
そ
の

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
地
域
計
画

を
具
体
的
に
考
え
、
魅
力
あ
る
地
域

を
実
現
す
る
た
め
、
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
３
月
12
日

（日）
に
、
鳳
来
中
央
集
会

所
ア
リ
ー
ナ
で
成
果
報
告
会
を
開
催

し
、
各
団
体
が
策
定
し
た
プ
ラ
ン
の

概
要
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
団
体
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
発
表
順
）

①
あ
い
り
住
環
境
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

　
（
愛
郷
・
布
里
地
域
）

②
山
吉
田
住
環
境
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会

　
（
山
吉
田
地
域
）

③
長
篠
（
旧
長
篠
村
）
開
発
委
員
会

　
（
長
篠
地
域
）

④
玖
老
勢
・
副
川
地
域
活
性
化
委
員
会

　
（
玖
老
勢
・
副
川
地
域
）

⑤
ほ
う
ら
い
東
地
域
活
性
推
進
会

　
（
名
号
・
川
合
・
池
場
地
域
）

⑥
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ド
リ
ー
ム
in
「
お
お
の
」

　
（
大
野
地
域
）

　
今
後
は
、
各
団
体
が
策
定
し
た
プ

ラ
ン
を
具
体
的
に
事
業
化
で
き
る
よ

う
、
組
織
を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

※
各
団
体
が
策
定
し
た
プ
ラ
ン
の
報

　
告
書
は
、
鳳
来
総
合
支
所
地
域
振

　
興
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま

　
す
。

鳳
来
総
合
支
所
地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

行
政
改
革
課
　
�
23
‐
7
6
3
6

　
市
で
は
、
4
月
か
ら
組
織
機
構
の
一
部
を
変
更

し
ま
し
た
。
今
回
の
組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、

（1）
職
員
相
互
の
連
携
を
強
め
、
行
政
課
題
へ
の
迅

　
速
か
つ
的
確
な
対
応

（2）
よ
り
少
な
い
コ
ス
ト
で
、
よ
り
高
水
準
の
住
民

　
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

（3）
市
民
病
院
は
、
医
療
と
と
も
に
経
営
に
も
創
意

　
と
工
夫
が
発
揮
で
き
、
経
営
と
組
織
運
営
に
責

　
任
が
持
て
る
分
権
的
組
織
体
制
の
確
立

と
い
う
３
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
実

施
し
ま
し
た
。

◇
市
民
部
を
設
置

　
こ
れ
ま
で
福
祉
事
務
と
窓
口
事
務
は
、
福
祉
健

康
部
で
併
せ
て
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
務
量

の
増
加
に
伴
い
、
窓
口
部
門
を
独
立
さ
せ
、
市
民

部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
市
民
部
で
は
、
戸
籍
、
住
民
票
、
国
民
年
金
な

ど
と
併
せ
、
税
務
事
務
も
担
当
し
、
税
務
証
明
な

ど
も
含
め
た
窓
口
業
務
の
一
元
化
に
努
め
ま
す
。

◇
本
庁
と
総
合
支
所
の
課
の
見
直
し

　
本
庁
・
各
総
合
支
所
を
通
じ
、
課
の
統
廃
合
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
規
模
を
適
正
化
し
、
意
思
決

定
過
程
の
簡
素
化
を
図
り
ま
し
た
。
（
本
庁
・
総

合
支
所
で
８
課
を
減
ら
し
ま
し
た
）

◇
係
制
を
廃
止

　
職
員
の
相
互
協
力
体
制
の
整
備
と
組
織
力
の
向

上
を
図
る
た
め
、
係
制
を
廃
止
し
ま
し
た
。

◇
市
民
病
院
組
織
を
再
編

　
コ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
分
野
（
医
師
以
外
の
医
療
従

事
者
）
の
病
院
運
営
に
対
す
る
参
加
を
促
進
す
る

た
め
、
従
来
の
職
種
別
組
織
か
ら
事
業
別
組
織
に

再
編
し
、
同
時
に
職
種
間
の
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
で
病
院
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ど
こ
が
変
わ
っ
た
の
？

※
本
庁
、
総
合
支
所
内
の
各
課
配
置
図
な
ど
に
つ
い
て
は
、
6
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

●問

●問
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ShinshiroShinshiro
組 織 機 構 図

市の大切なお知らせをお届けします

本　　　庁 鳳来総合支所 作手総合支所

市　長

助　役

管理調整部

総務部

企画部

市民部

福祉健康部

経済部

生活環境部

建設部

水道事業部

市民病院

教育部

議会事務局

監査委員事務局

行政改革課

収入役事務

消防本部

教育委員会

議　会

監査委員

総合支所長 総合支所長

（旧：管理調整課を改称）

行政課

市民安全対策室

人事課 （企画部より移管）

（新　設）

財政課

秘書広報課

企画課

市民課

保険医療課

税務課 （総務部より移管）

作手診療所

福祉課

介護高齢課

児童課

健康課

養護老人ホーム

農業振興課 （旧：農業共済課を統合）

森林政策課 （旧：林業振興課を改称）

商工観光課

循環社会推進課 （旧：環境課を改称）

（旧：議事課を改称）

施設課

土木課

高規格道路推進室

用地課

都市計画課

水道課

下水道課

出納管理室

総務課

防災対策課

消防署

学校教育課

生涯学習課

議事調査課

地域振興課

旧：総務課（税務を除く）、
地域振興課を統合旧：情報推進課

の一部を統合

市民福祉課

旧：総務課（税務）と
福祉健康課を統合し、改称

経済課

（旧：観光課を統合）

旧：スポーツ振興課、
文化振興課を統合

水道環境課

旧：生活環境課、
水道事業課を統合

建設課

地域振興課

市民福祉課

経済課

水道環境課

建設課

鳳来教育課 作手教育課

村誌編さん室

旧：生活環境課、
水道事業課を統合

旧：総務課（税務を除く）、
地域振興課を統合

旧：総務課（税務）と
福祉健康課を統合し、改称

旧：情報推進課
の一部を統合
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土
地
や
家
屋
は
、
３
年
ご
と
に
評

価
替
え
を
行
い
ま
す
。

　
今
年
の
評
価
替
え
は
、
土
地
（
宅

地
な
ど
）
の
負
担
調
整
措
置
の
見
直

し
が
行
わ
れ
、
制
度
が
大
き
く
改
正

さ
れ
、
次
の
課
題
の
解
消
を
目
的
と

す
る
も
の
で
す
。

①
従
来
の
負
担
調
整
措
置
で
は
負
担

　
水
準
の
格
差
が
な
か
な
か
解
消
さ

　
れ
ず
、
同
じ
評
価
額
の
土
地
で
あ

　
っ
て
も
税
負
担
が
異
な
る
と
い
う

　
不
公
平
感
が
長
期
間
継
続
す
る
こ

　
と

②
税
額
算
定
の
仕
組
み
が
複
雑
で
、

　
納
税
者
に
と
っ
て
分
か
り
に
く
い

　
も
の
で
あ
る
こ
と

　
税
務
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
1
5

　
市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
1

　
市
民
福
祉
課
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
本
庁
税
務
課
と
各
総
合
支
所
市
民

福
祉
課
で
は
、
5
月
31
日

（水）
ま
で
今

年
の
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
前
年

度
の
税
額
と
比
べ
て
税
負
担
が
上
昇

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【A】が今年度の価格×60%を
        上回る場合は60%

【A】が本則課税標準額×80%を
        上回る場合は80%

前年度課税標準額＋
　今年度価格×5%＝【A】

前年度課税標準額＋
本則課税標準額×5%＝【A】

【A】が今年度の価格×20%を
        下回る場合は20%

【A】が本則課税標準額×20%を
        下回る場合は20%

※【A】が今年度課税標準額となります ※【A】が今年度課税標準額となります

税 負 担 据 置

税 負 担 据 置

今 年 度 の 価 格

税 負 担 引 き 下 げ
（今年度の価格×70%）

特 例
（1/3または1/6）による減額

（小規模住宅用地の場合は特例率1/6）

（一般住宅用地の場合は特例率1/3）

（本則課税標準額）

今 年 度 の 価 格

非住宅用地（商業地など） 住 宅 用 地

100

70

80

60

20

20

0 0

（%）

100
（%）

�負担水準＝

�地価下落に対応した臨時的な税負担の措置制度は、改正により今年度から廃止
　されました

今年度の価格（×住宅用地特例率（1/3または1/6））
×100

前年度課税標準額

相
談
窓
口
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

児
童
虐
待
の
相
談
窓
口

児
童
課

�
23
‐
7
6
2
2

　
児
童
虐
待
な
ど
の
児
童
相

談
窓
口
を
市
に
設
置
し
て
い

ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
児
童
虐
待

や
児
童
虐
待
が
起
こ
っ
て
い

る
疑
い
を
知
っ
た
場
合
に
も

通
告
し
て
く
だ
さ
い
。（
相
談
、

通
告
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
）

消
費
生
活
相
談
窓
口

商
工
観
光
課

�
23
‐
7
6
3
4

　
市
で
は
、
架
空
請
求
、
不

当
請
求
、
点
検
商
法
、
資
格

商
法
な
ど
の
悪
質
商
法
や
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

消
費
生
活
上
の
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
い
て
、
相
談
窓
口
を
開
設

し
ま
し
た
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
30
ペ
ー

ジ
の
各
種
相
談
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。 ぎ

ゃ
く
た
い

■鳳■作 ■本
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現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
中
心
市
街

地
の
整
備
や
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に

見
直
し
て
い
た
だ
く
「
中
心
市
街
地

活
性
化
プ
ラ
ン
策
定
事
業
」
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
大
学
の
支

援
を
受
け
、
テ
ー
マ
か
ら
研
究
方

法
、
会
議
の
開
催
後
ま
で
自
分
た
ち

が
決
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
研
究
活
動
を
行
う
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
新
城
小
学
校
区
内
に
、
居
住
ま
た

　
は
通
勤
す
る
市
民
お
よ
び
こ
の
区

　
内
に
土
地
、
建
物
な
ど
を
所
有
す

　
る
方
、
な
ら
び
に
中
心
市
街
地
活

　
性
化
事
業
へ
の
参
画
を
希
望
す
る

　
方
（
た
だ
し
、
18
歳
以
上
）

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

　
を
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー

　
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
５
月
19
日

（金）

事
前
説
明
会

　
５
月
14
日

（日）
　
午
後
７
時
　

ShinshiroShinshiro

　
市
民
体
育
館
第
１
会
議
室

　
（
参
加
自
由
）

　
平
成
19
年
の
成
人
式
を
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
会
場

は
、
前
年
と
同
じ
各
地
区
で
行

い
ま
す
。

　
平
成
19
年
１
月
７
日

（日）

　
午
後
１
時
30
分

　
新
城
地
区
　
新
城
文
化
会
館

　
鳳
来
地
区
　
鳳
来
中
学
校

　
作
手
地
区
　
作
手
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
�
23
‐
7
6
5
3

　
　
鳳
来
教
育
課

　
　
　
�
32
‐
0
5
1
5

　
　
作
手
教
育
課

　
　
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
　
都
市
計
画
課

　
　
�
23
‐
7
6
4
0

　
　
�
23
‐
7
0
4
7

　

to
s
h
i-m

a
c
h
i@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

中
心
市
街
地
を
考
え
よ
う

平
成
19
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

臨
時
職
員
（
登
録
者
）
を
募
集
し
ま
す

　
市
役
所
・
選
挙
時
の
選
挙
事
務
・

関
係
施
設
で
短
期
間
働
く
こ
と
の
で

き
る
臨
時
職
員
（
登
録
者
）
を
募
集

し
ま
す
。

　
登
録
の
申
し
込
み
は
、
市
販
の
履

歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
資
格
な
ど
の

写
し
を
添
え
て
、
次
の
登
録
場
所
に

本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
随
時
、

登
録
場
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
た
だ
し
、
土
、
日
曜
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す
）

（
※
１
）調
理
員
資
格
の
あ
る
方
、
ま
た
は
資
格
は

　
　
　
な
い
が
経
験
の
あ
る
方

（
※
２
）年
齢
満
20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
方

（
注
）医
療
職
は
、
看
護
師
・
助
産
師
・
そ
の
他
医

　
　
療
技
術
職
な
ど
を
い
う

職
　
　
　
種

事
務
職

土
木
作
業
員

環
境
整
備
員

保
育
・
幼
稚
園

教
諭
等

調
理
員

選
挙
事
務

医
療
職
（
注
）

資
格

条
件

勤

務

場

所

登
録
場
所

問
い
合
わ
せ

市
役
所
・
市
内
投
票
所

市
民
病
院

小
中
学
校
・
保
育
園

幼
稚
園
・
老
人
ホ
ー
ム

保
育
園
・
幼
稚
園

土
木
課
・
循
環
社
会
推

進
課
・
施
設
課

市
役
所

人
事
課

人
事
課

児
童
課

学
校
教
育
課

病
院
総
務
課

選
挙
管
理
委

員
会
（
行
政
課
）

――○○

（
※
１
）

（
※
2
）

�
23
‐
7
6
1
9

�
23
‐
7
6
1
9

�
23
‐
7
6
2
2

�
23
‐
7
6
5
1

�
23
‐
7
8
5
2

�
23
‐
7
6
1
1

市の大切なお知らせをお届けします

　
小
林
和
光
教
育
長
が
３
月

31
日
を
持
っ
て
退
任
さ
れ
、

４
月
３
日
付
け
で
和
田
守
功

教
育
長
（
野
田
）
が
就
任
し
ま

し
た
。

　
任
期
は
、
前
教
育
長
の
残

任
期
間
（
平
成
21
年
11
月
28

日
）
ま
で
で
す
。

教
育
長
に

和
田
守
功
氏
就
任

わ
　

だ
　
も
り

の
り

●em ●問
■本

●問
■本■鳳■作

●時●所

●〆 ●対

●所

●応
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催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

催
し
・

行
事

親
子
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

機
織
り
教
室
を
開
催

里
山
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
生
涯
学
習
課
　

　
　
　
�
23
‐
7
6
5
3
　

　
子
育
て
に
関
す
る
学
習
や
遊
び

を
通
し
て
、
親
子
の
絆
を
深
め
、
交

友
関
係
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
ぽ
ん
ぽ
こ
】

　
第
１
回
　
５
月
25
日

（木）

　
午
前
10
時

　
（
年
間
15
回
程
度
）

　
西
部
公
民
館

　
川
遊
び
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

　
４
月
２
日
現
在
、
１
歳
以
上

　
の
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
親
子
25
組
程
度

　
実
費
負
担
（
保
険
料
な
ど
）

《
お
手
伝
い
ス
タ
ッ
フ
募
集
》

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん

で
く
だ
さ
る
お
手
伝
い
の
方
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　

【
わ
く
わ
く
】
　

　
第
１
回
　
５
月
24
日

（水）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
（
年
間
10
回
程
度
）

　
児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ

　
絵
本
で
親
子
遊
び
、
子
ど
も
の

　
成
長
が
わ
か
る
手
作
り
絵
本

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
親
子
15
組
程
度

　
実
費
負
担
（
保
険
料
な
ど
）

　【
ぽ
ん
ぽ
こ
】【
わ
く
わ
く
】
と
も

５
月
８
日

（月）
午
前
８
時
30
分
か

ら
電
話
受
付
開
始
。
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
作
手
教
育
課
　

　
　
�
37
‐
2
2
1
1
　

【
に
こ
に
こ
】

　
リ
ズ
ム
遊
び
、
川
遊
び
、
手

　
作
り
絵
本
な
ど
（
年
間
18
回

　
程
度
）

　
第
１
回
　
５
月
12
日

（金）

　
　
　
　
　
午
前
10
時

　
つ
く
で
手
作
り
村
駐
車
場

　
第
２
回
　
５
月
26
日

（金）

　
　
　
　
　
午
前
10
時

　
作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

※
第
3
回
以
降
の
日
程
は
、
毎

　
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
未
就
園
児
と
そ
の
親

　
参
加
自
由
で
申
し
込
み
は
不

　
要
で
す
。
直
接
会
場
へ
お
越

　
し
く
だ
さ
い
。

　
実
費
負
担
（
お
や
つ
作
り
材

　
料
費
な
ど
）

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
�
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　
　ho

u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b

.n
e

.jp

①
「
瑞
浪
の
化
石
採
集
」

　
５
月
14
日

（日）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

　
岐
阜
県
瑞
浪
市

　
鳳
来
総
合
支
所
、
新
城
市
役

　
所
（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
利
用
）

　
大
人
　
　
　
2,
5
0
0
円

　
小
中
学
生
　
1,
5
0
0
円

　
50
人

　
化
石
採
集
用
具
、
筆
記
具
、

　
弁
当
、
飲
み
物

　
博
物
館
学
術
委
員
（
地
学
分
野
）

　
瑞
浪
市
化
石
博
物
館
見
学
、

　
地
層
観
察
と
化
石
採
集

※
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装

②
「
桜
淵
の
春
の
生
き
も
の
を

　
観
察
し
よ
う
」

　
５
月
28
日

（日）
　
午
前
10
時
〜

　
午
後
3
時

　
桜
淵
公
園
周
辺

　
青
年
の
家
駐
車
場

　
大
人
500
円
、
小
中
学
生
300
円

　
50
人

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物
、
あ

　
る
人
は
双
眼
鏡
・
ル
ー
ペ
な
ど

　
　
市
資
料
室
�
23
‐
4
7
4
1

　
高
機
で
裂
き
織
り
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
５
月
20
日

（土）
〜
28
日

（日）

　
午
前
９
時
〜
正
午
ま
た
は
　

　
午
後
１
時
〜
４
時

　
市
資
料
室

　
（
本
町
・
旧
新
城
郵
便
局
）

　
小
物
敷
を
裂
き
織
り
で
織
る

　
半
日
（
一
回
）
で
織
り
上
が

　
り
ま
す

　
40
人
（
親
子
で
の
参
加
も
歓
迎
）

　
材
料
費
　
実
費
1,
0
0
0
円

募
集
期
間

　
５
月
９
日

（火）
〜
５
月
13
日

（土）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
ま
す

※
電
話
申
し
込
み
の
方
は
、
後

　
日
資
料
を
お
送
り
し
ま
す
。

自
然
を
楽
し
く
学
ぶ

学
習
会
を
開
催

　
　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
�
23
‐
7
6
5
4

　
鞍
掛
山
麓
に
広
が
る
四
谷
千

枚
田
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
５
月
27
日

（土）

　
午
前
９
時
〜
午
後
2
時
（
雨

　
天
中
止
）

　
海
老
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

　
50
人
程
度
（
先
着
順
）

　
（
小
学
生
以
上
）

募
集
期
間
　
５
月
１
日

（月）
〜
５

　
月
19
日

（金）

　
100
円
（
当
日
集
金
）

レ
ベ
ル
　
一
般
向
け

〜
青
田
が
目
に
し
み
る

　
　
四
谷
千
枚
田
を
訪
ね
て
〜

た
か
は
た

み
ず
な
み

は
た

お

●em

●時●時

●時

●時

●時●時

●時●時

●所

●所●所

●所

●所●集

●所

●集

●対

●対●対

●￥

●￥

●￥

●￥

●￥

●￥ ●他

●内

●内

●内

●内

●内

●講

●定

●定

●定

●定

●定●持

●申
●問

●時
●所

●受
●対

●応

●内

対象・資格

申し込み

問い合わせ

内容

●講
●定

講師・指導

募集人員

応募方法

日時・期間

場所・会場

●集 集合場所

受け付け

省略文字の見方

●〆 締め切り

●HP

●em

●持
●￥

●他 その他

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

■本
■鳳
■作

●応

●申
●問

■本

●申
●問

■本
●申
●問

●申
●問

●問
■作

●所●集●￥●定●持
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募
　
集

募
　
集

募
　
集

中
沖
玲
子
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
自
然
と
絵
本
と
音
楽
と
〜

自
然
観
察
会

遠
足
シ
リ
ー
ズ
・
星
空
観
察
会

　
博
物
館
学
術
委
員（
動
物
分
野
）

　
桜
淵
周
辺
で
み
ら
れ
る
野
鳥
、

　
昆
虫
、
ク
モ
、
魚
な
ど
の
多

　
様
な
生
き
物
の
観
察

※
野
外
観
察
が
で
き
る
服
装

　
①
②
と
も
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ

　
メ
ー
ル
、
往
復
は
が
き
（
〒
4

　
4
1
‐
1
9
4
4

　門
谷
字
森
脇
６
）

春
の
特
別
展

　
　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
�
35
‐
1
0
0
1

　
　
�
35
‐
5
0
1
2

　
　

h
o

u
ra

i9
8

@
m

b
.in

fo
w

e
b

.n
e

.jp

「
金
に
魅
せ
ら
れ
た
人
た
ち

〜
奥
三
河
の
知
ら
れ
ざ
る
金
山
史
〜
」

　
4
月
29
日

（土）
〜
6
月
18
日

（日）

　
休
館
日
　
火
曜
日

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
2
階
特
別
展
示
室

　
古
く
か
ら
人
々
を
魅
了
し
て

　
き
た
金
を
産
す
る
、
県
下
唯

　
一
の
金
山
「
津
具
金
山
」
の

　
開
発
の
歴
史
と
人
、
産
出
鉱

　
物
を
展
示
紹
介

　
通
常
入
館
料
で
見
学
で
き
ま
す

　
大
人
210
円
・
こ
ど
も
100
円

講
演
会

「
中
世
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ

と
津
具
金
山
」

　
横
山

良
哲
　
氏

　
5
月
6
日

（土）
・
6
月
4
日

（日）

　
午
後
2
時
〜
3
時

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
　
　
作
手
教
育
課

　
　
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
今
年
は
作
手
地
区
を
中
心
に

自
然
を
楽
し
む
遠
足
と
星
空
観

察
会
を
計
画
し
ま
し
た
。
皆
さ

ん
、
家
族
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

　
年
間
6
回
程
度

　
第
１
回
　
５
月
７
日

（日）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

※
２
回
目
以
降
の
日
程
は
、
毎

　
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
作
手
歴
史
民
俗
資
料
館
前

　
〈
春
の
遠
足
〉
菅
沼
山
中
の
森

　
の
道
で
植
物
観
察
を
し
よ
う

　
　
作
手
教
育
課

　
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
活
躍
す
る
名

古
屋
出
身
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
中
沖

玲
子
と
日
本
を
代
表
す
る
絵
本

作
家
で
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
村
上
康
成
と
が
初

共
演
し
ま
す
。
つ
く
で
の
森
の

音
楽
祭
な
ら
で
は
の
、
意
外
で

素
敵
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
４
月
29
日

（祝）

　
開
場
　
午
後
１
時
30
分

　
開
演
　
午
後
２
時

　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
内

　
新
城
市
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ン

　
タ
ー

　
大
人
　
　
２,
０
０
０
円

 
小
学
生
　
１,
０
０
０
円

　
一
部
 

中
沖
玲
子
ピ
ア
ノ
コ

　
ン
サ
ー
ト

　
二
部
 

中
沖
玲
子
・
村
上
康

　
成
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

　
三
部
 

音
楽
絵
本
「
ぞ
う
の

　
バ
バ
ー
ル
」

　
　
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
�
23
‐
7
6
5
3

 
＝
前
期
募
集
＝

お
母
さ
ん
の
お
菓
子
屋
さ
ん
教
室

　
お
い
し
い
お
菓
子
を
作
り
ま
す
。

　
６
月
３
日

（土）
・
17
日

（土）

　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

　
15
人

初
め
て
の
パ
ン
作
り

　
手
こ
ね
か
ら
焼
き
ま
で

　
６
月
25
日
、
７
月
９
日
・
16

　
日
（
各
日
曜
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
15
人

天
然
石
ビ
ー
ズ

　
　
　
　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

　
自
分
で
ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
５
月
27
日

（土）

　
６
月
10
日

（土）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
15
人

絵
日
記
教
室

　
　
自
分
史
づ
く
り
を
し
ま
せ

　
ん
か
。

　
６
月
24
日
、
７
月
８
日
・
22

　
日
（
各
土
曜
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
10
人

　
各
教
室
５
月
1
日

（月）
か
ら
受

　
付
開
始
。
定
員
に
な
り
次
第

　
締
め
切
り
ま
す
。

　
　
地
域
振
興
課

　
　
�
32
‐
0
5
1
3

ま
ゆ
花
作
品
展
　

　
ま
ゆ
花
は
、
ま
ゆ
玉
を
染
め

て
か
ら
、
ま
ゆ
玉
独
自
の
や
さ

し
い
曲
線
を
い
か
し
て
、
指
先

で
花
の
形
に
仕
上
げ
て
作
り
ま

す
。
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ブ
ー
ケ
、

コ
サ
ー
ジ
ュ
、
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
色
と
り
ど
り

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　
5
月
１
日

（月）
〜
31
日

（水）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
31
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
地
区
）

　
休
館
日
　
火
曜
日

観
来
館
5
月
の
展
示

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
が
、
パ
ソ
コ

ン
初
心
者
を
対
象
に
、
電
源
の

入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単
な

文
書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、

て
い
ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
５
月
27
日

（土）
午
後
1
時
〜
4
時

　
５
月
28
日

（日）
午
後
1
時
〜
4
時

　
（
２
日
間
で
１
コ
ー
ス
）

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

　
は
抽
選
）

　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
１，

　
０
０
０
円
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
で
２
日
間

　
と
も
に
受
講
で
き
る
方

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

　
番
号
を
記
入
し
、
は
が
き
・

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

　
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　

　
５
月
１
日

（月）
〜
15
日

（月）

※
は
が
き
の
場
合
は
、
〒
4
4
1

　
‐
１
３
９
２

行
政
課
へ

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
開
催

西
部
公
民
館
公
開
講
座

　
　
　
行
政
課

　
　
　
�
23
‐
7
6
1
3

　
　
　
�
23
‐
2
0
0
2

　
　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
　
�
24
‐
0
0
0
1

　
　
　
�
22
‐
1
1
1
2

　

jo
h
o
-c

e
n
te

r@
c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp
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手
　
当

手
　
当

手
　
当

新
城
警
察
署
だ
よ
り

そ

の

他

そ

の

他

そ

の

他

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
振
り
込
み

新
型
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し
ま
す

　
　
福
祉
課
　
�
23
‐
7
6
2
4

　
　
市
民
福
祉
課

　
　
�
32
‐
1
9
8
2

　
　
市
民
福
祉
課

　
　
�
37
‐
2
2
1
1

　
５
月
10
日

（水）
に
、
２
〜
４
月

分
の
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害

児
福
祉
手
当
、
経
過
的
福
祉
手

当
を
振
り
込
み
ま
す
。
受
給
者

の
皆
さ
ん
は
金
融
機
関
で
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
転
居
・

転
出
な
ど
の
際
は
福
祉
課
（
各

総
合
支
所
は
市
民
福
祉
課
）
へ

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
各
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
ま
た
は

　
県
旅
券
セ
ン
タ
ー

　
�
0
5
2
‐
563
‐
0
2
3
6

　

h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.a

ic
h
i.jp

/ko
ku

s
a
i/

　

P
A

S
S

P
O

R
T

/in
d
e
x-2

.h
tm

l

　
３
月
20
日

（月）
か
ら
、
新
し
い

タ
イ
プ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
「
Ｉ
Ｃ

旅
券
」
の
申
請
受
付
が
始
ま
り

ま
し
た
。

Ｉ
Ｃ
旅
券
に
つ
い
て

　
持
ち
主
の
顔
写
真
や
国
籍
、

名
前
な
ど
を
記
録
し
た
Ｉ
Ｃ
チ

ッ
プ
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、

他
人
に
よ
る
パ
ス
ポ
ー
ト
の
不

正
使
用
や
偽
造
・
変
造
を
見
破

る
こ
と
が
簡
単
に
な
り
、
パ
ス

ポ
ー
ト
を
偽
造
・
変
造
す
る
こ

と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　
旅
券
用
提
出
写
真
の
規
格
が

変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
旅
券
発
給
手
数
料
は
、

Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の
実
費
1,
0
0
0

円
が
上
乗
せ
さ
れ
る
た
め
次
の

と
お
り
に
な
り
ま
す
。

・
5
年
有
効
旅
券
１
１,
０
０
０
円

・
10
年
有
効
旅
券
１
６,
０
０
０
円

　
現
在
お
持
ち
の
パ
ス
ポ
ー
ト

は
有
効
期
間
満
了
日
ま
で
使
用

で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
旅
券
を
希
望

す
る
場
合
は
、
現
在
お
持
ち
の

パ
ス
ポ
ー
ト
を
返
納
し
て
Ｉ
Ｃ

旅
券
を
申
請
で
き
ま
す
が
、
通

常
の
手
数
料
が
必
要
で
す
。

制
　
度

制
　
度

制
　
度

　
新
城
図
書
館

　
�
23
‐
2
3
3
3

　

http://w
w

w
.lib

ra
ry.s

h
in

s
h
iro

.a
ic

h
i.jp

/

　
４
月
23
日

（日）
か
ら
５
月
12
日

（金）
は
、
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

で
す
。
今
月
は
、
「
こ
ど
も
の
と

も
」
（
福
音
館
）
の
復
刊
絵
本
を

紹
介
し
ま
す
。
親
子
で
絵
本
は

い
か
が
で
す
か
。

「
が
ん
ば
れ
さ
る
の
さ
ら
ん
く
ん
」

　
長
　
新
太
さ
ん
の
最
初
の
絵
本

「
ど
ろ
に
ん
げ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
長
　
新
太
・
作

　
ど
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
ど
ろ
に

ん
げ
ん
と
タ
コ
の
ゆ
か
い
な
お

話「
た
あ
ん
き
ぽ
お
ん
き
た
ん
こ
ろ
り
ん
」

　
　
　
　
　
長
谷
川
摂
子
・
文

　
　
　
　
　
降
矢
な
な
・
絵
　

　
楽
し
い
こ
と
ば
遊
び
の
絵
本

「
と
　
ぶ
」

　
　
　
　
　
谷
川
俊
太
郎
・
作

　
　
　
　
　
　和
田
　誠
・
絵

　
ま
こ
と
く
ん
が
、
夢
見
た
と

お
り
に
空
を
飛
ん
じ
ゃ
う
お
話

　
新
城
警
察
署
�
22
‐
0
1
1
0

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

〜
事
件
解
決
は
、

あ
な
た
の
情
報
が
決
め
手
で
す
〜

「
事
件
か
な
」
と
思
っ
た
ら

　
　
　
　
迷
わ
ず
一
一
〇
番
を
！

　
事
件
発
生
後
に
、
付
近
の
住

民
の
皆
さ
ん
に
聞
き
込
み
捜
査

を
す
る
と
、
「
そ
う
い
え
ば
、

あ
の
と
き
女
性
の
悲
鳴
ら
し
き

も
の
を
聞
い
た
」
「
見
慣
れ
な

い
車
が
止
ま
っ
て
い
た
」
と
い

っ
た
情
報
を
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
時
す
ぐ
に
一

一
〇
番
通
報
を
し
て
い
た
ら
、

犯
人
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
通
報
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど

犯
人
を
早
期
に
捕
ま
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
一
〇
番
通
報

は
、
事
件
が
確
実
に
発
生
し
て

い
る
時
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
過
去
の
検
挙
事
例
で
は
、
不

審
な
車
両
を
目
撃
し
た
人
が
、

そ
の
ナ
ン
バ
ー
を
メ
モ
し
、
警

察
に
通
報
し
た
こ
と
か
ら
、
犯

人
を
検
挙
で
き
た
と
い
う
事
例

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
「
事
件

が
あ
っ
た
こ
ろ
、
不
審
な
人
や

車
を
目
撃
し
た
」
、
あ
る
い
は
「
犯

人
に
似
た
人
を
知
っ
て
い
る
」

と
い
っ
た
時
に
は
、
た
め
ら
わ
ず
、

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結

構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
を

お
願
い
し
ま
す
。

図
書
館
だ
よ
り

「
は
じ
め
の
一
歩
」
英
会
話

教
室
受
講
者
募
集

　
　
新
城
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
　
�
23
‐
7
7
8
3

　
　
�
23
‐
7
7
8
4

　  s
ie

a
@

c
ru

x
.o

c
n
.n

e
.jp

 

    h
ttp

//w
w

w
.s

h
in

s
h
iro

-s
ie

a
.jp

 
５
月
17
日
・
24
日
・
31
日

　
６
月
7
日
・
14
日
・
21
日
・

　
28
日

　
７
月
5
日
・
12
日
・
19
日

　
毎
週
水
曜
日
 

全
10
回

　
初
級
　
午
後
7
時
15
分
〜
　

　
　
　
　
　8
時
15
分

　
中
級
　
午
後
8
時
30
分
〜
　

　
　
　
　
　9
時
45
分

　
新
城
文
化
会
館
104
会
議
室

　
国
際
交
流
協
会
　
会
員
　

　
7,
0
0
0
円

　
国
際
交
流
協
会
　
団
体
会
員

　
8,
0
0
0
円

　
一
般
（
非
会
員
）

　
1
0,
0
0
0
円

　
イ
ヴ
ォ
ナ
氏

　
５
月
10
日

（水）

※
各
ク
ラ
ス
 

定
員
20
人
（
協

　
会
会
員
優
先
）
　

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
Ｉ
Ｃ
旅
券
に
つ
い
て
」

　
自
然
が
好
き
な
方
な
ら
ど
な

　
た
で
も

　
弁
当

　
無
料

※
年
間
を
通
し
て
の
教
室
で
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
は

　
不
要
で
す
。
直
接
、
集
合
場

　
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■鳳■作 ■本
●問●問●HP

●問●問 ●HP

●申
●問●HP ●em

●〆

●時●￥●講 ●所 ●対●持●￥
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教
　
室

高
脂
血
症
予
防
教
室
（
要
申
し
込
み
）

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
40
歳
〜
64
歳
の
方
で
基
本
健
康
診

　
査
の
結
果
が
要
指
導
・
要
観
察
の

　
高
脂
血
症
の
方

　
５
月
18
日

（木）
・
６
月
15
日

（木）
７
月
13

　
日

（木）
・
８
月
10
日

（木）
・
９
月
７
日

　
（木）
（
５
回
で
１
コ
ー
ス
）

　
午
前
９
時
〜
正
午
（
た
だ
し
６
月
と

　
９
月
は
午
後
１
時
ま
で
）

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
運
動
講
習
・
栄
養

　
指
導
・
調
理
実
習
・
血
液
検
査
・
健

　
康
相
談
な
ど

　
無
料

　
10
人

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室（
要
申
し
込
み
）

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
妊
婦
と
そ
の
夫

　
５
月
９
日

（火）
・
16
日

（火）
・
23
日

（火）

　
（
３
回
で
１
コ
ー
ス
）

　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分

　
母
子
健
康
手
帳
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
・

　
水
分
な
ど
 

不
妊
検
査
費
助
成
制
度（
要
申
請
）

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
不
妊
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
に
検

査
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
妊
娠
を
希
望
し
て
か
ら
２
年
以
上

　
経
過
し
て
い
る
方

限
度
額
　
２
0,
0
0
0
円

対
象
検
査
　
超
音
波
検
査
・
ホ
ル
モ

　
ン
検
査
・
子
宮
卵
管
造
影
・
精
液

　
検
査
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
・
フ
ー

　
ナ
ー
検
査

※
詳
し
く
は
、
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

�
23
‐
8
5
5
1

検
 

診

お
知
ら
せ

胃
･
大
腸
が
ん
検
診（
要
申
し
込
み
）

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
５
月
30
日

（火）
・
6
月
9
日

（金）

　
胃
が
ん
700
円
・
大
腸
が
ん
300
円

乳
が
ん
検
診（
要
申
し
込
み
）

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
５
月
31
日

（水）

　
1,
0
0
0
円

子
宮
が
ん
検
診（
要
申
し
込
み
）

　
　
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
５
月
31
日

（水）

　
600
円

集
団
が
ん
検
診（
要
申
し
込
み
）
　

　
　
新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

　
5
月
21
日

（日）

　
胃
が
ん
・
前
立
腺
が
ん
・
子

　
宮
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
乳
が

　
ん

　
胃
が
ん
700
円
・
前
立
腺
が
ん

　
400
円
・
子
宮
が
ん
600
円
・
大

　
腸
が
ん
300
円
・
乳
が
ん
1，
0

　
0
0
円

※
前
立
腺
が
ん
は
胃
が
ん
と
セ

　
ッ
ト
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
大
腸
が
ん
検
診
だ
け
を
希
望

　
さ
れ
る
場
合
は
、
直
接
新
城

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
容
器
な
ど

　
を
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

�
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

�
37
‐
2
8
3
9

検査・相談名 実施日（曜日） 受付時間 担当課

事業所等定期健診

検便

水質検査（飲料水等）

食品検査

エイズ相談・無料匿名検査

個別栄養相談

歯科相談

精神保健福祉相談

社会復帰教室（回復途上の精神障害者の会）

あしたの会（難病患者家族のつどい）

毎月第2・4月曜

毎週火曜

毎週火曜

毎週火曜

毎月第2・4月曜

毎月第2月曜

毎月第2月曜

年10回

毎月第1・3水曜

年6回

総務企画課

総務企画課
衛 生 課

衛 生 課

衛 生 課

衛 生 課

地域保健課

地域保健課

地域保健課

地域保健課

地域保健課

午前9時～11時　予約制

午前9時～11時　

午前9時～11時　予約制

午前9時～11時　予約制

午前9時～11時（受付時間）
予約制

午前9時～11時　予約制

午前9時～11時　予約制

予約制

予約制

予約制

新
城
保
健
所
が
実
施
す
る

定
期
的
検
査
・
相
談

新
城
保
健
所
　
�
22
‐
2
2
0
3

注
1
‥
祝
祭
日
や
年
末
年
始
に
伴
い
、
業
務
を
実
施
し
な
い
場
合
や
日

　
　
　
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
� 

　
　
　
具
体
的
な
日
程
に
つ
い
て
は
電
話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
　
　
さ
い
。
� 

注
2
‥
予
約
は
、
電
話
か
直
接
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す
。
� 

注
3
‥
検
便
・
水
質
検
査
に
つ
い
て
は
、
専
用
の
容
器
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
事
前
に
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。
� 

●問●問●問●申
●所

●申
●所

●申
●所

●時●￥

●申
●所

●時●￥●申
●所

●申
●所

●時●￥

●￥ ●￥●定

●対●時●申
●所

●対

●時

●持

●対

●内●時●内
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私
た
ち
は
、
市
民
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
・
個
人

の
活
動
情
報
や
活
動
支
援
情
報
の
提
供
の
仕
方
、
交
流

会
の
企
画
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
毎
月
第
一
木
曜
日
午
後
７
時
か
ら
、
し
ん
し
ろ
は
つ

ら
つ
セ
ン
タ
ー
で
運
営
委
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

運
営
委
員
は
、
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
皆
さ
ん
の
活
動
の
場
と
し
て
、
「
し
ん
し
ろ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「ほのか」で

�市民活動団体

�・個人を紹介

　
「
広
報
し
ん
し
ろ
」
5
月
号
か
ら
、
し
ん
し
ろ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
が
取
材
に
伺
い
、

市
内
で
活
躍
し
て
い
る
市
民
団
体
や
個
人
の
皆
さ

ん
を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
N
P
O
活
動
な
ど
に
参

加
し
た
い
方
、
そ
の
活
動
を
利
用
し
た
い
方
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
◆

・
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

　（
本
庁
行
政
課
へ
）

・
部
屋
の
使
用
料
は
無
料
で
す
。

・
コ
ピ
ー
機
は
、
用
紙
の
大
き
さ
に

　
関
係
な
く
１
枚
10
円
で
す
。

・
利
用
時
間

　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
9
時
30
分

　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
利
用
可
能

　
（
コ
ピ
ー
機
の
み
の
利
用
は
、
午

　
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
。
土
・

　
日
曜
日
、
祝
日
は
利
用
で
き
ま
せ

　
ん
）

申し込み／問い合わせ

しんしろ市民活動サポート

センター運営委員会事務局

（行政課）

�23-7611　�23-2002

しんしろはつらつセンター周辺地図 しんしろはつらつセンター１階見取り図

しんしろ
市民活動

はじめ
まして

!

サポートセンター

運営委員会です!

アイ・ウォーキングしんしろ
体験イベント
アイ・ウォーキングしんしろ
体験イベント

　桜塾では、塾生を大募集しています。無料体
験もありますので�ぜひ、参加してみてください。�
この期間中、どこでも、何回でも参加できます。

無料体験（各道場4回）

対象…3歳から受付�

新城道場（青年の家）
午後7時～8時30分 
5月28日（日）・6月11日（日）・18日（日）・25日（日）
新城野田道場（旧野田公民館）
午後5時～6時 
5月25日（木）・6月1日（木）・8日（木）・15日（木）
鳳来道場（本郷構造改善センター）
午後7時30分～9時 
5月26日（金）・6月2日（金）・9日（金）・16日（金）

 新城総合公園内のウォーキングコースに
歩行距離などのデータを自動的に集計す
るセンサーが設置されます。
　このウォーキングシステムの体験イベン

トを開催します。

と　き：5月7日（日） 午前9時

ところ：新城総合公園
※I Cタグを事前に登録し、歩いたデータを
　集計します。飛び賞進呈など「アイ・ウォ
　ーキング」のおもしろさが体験できます。

（詳しくは、しんしろドリーム荘のホームページをご

　覧ください）

※ICタグ…カードに内蔵された数cmの無線部品で    

　電波を送受信するもの

塾生募集塾生募集
NPO法人

新日本総合空手道連合会桜塾

連絡先：総本部道場　�0532-52-9152
担当／酒井貴盛　090-2183-6229

申し込み・問い合わせ

NPO法人

しんしろドリーム荘
担当／福田　090-7602-6218

ホームページ　http: / /www.dreamso.org

情
報
の

　
　
も
り

情
報
の

　
　
も
り

しんしろはつらつセンター
（市役所西館）

勤労青少年
ホーム

体育館 市役所

森林政策課

身障者用WC

WC

WC

サロン

玄関

ワーキング
ルーム

会 議 室
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平成11年11月15日
生まれ

平成13年8月25日
生まれ

※集まれちびっ子広場は、各月のページ構成により、カラー印刷ができる月号とできない月号があります。ご了承ください。

竜也くん

父・松山広行さん　母・奈央子さん

（富岡）

父・宮部良樹さん　母・千里さん

（中宇利）

た つ や

平成16年9月10日生まれ樹輝くん

い つ き

大将くん

だ い す け

「孫悟空みたいな髪型にしても

らったんだ！バクチクも怖くな

いよ！お祭りって楽しいね（^ ＾）」

「ぼくは、乗りものとお散歩が

大～好き！」

父・河野嗣寿さん　母・有起さん

（杉山）

平成13年10月25日生まれ紗也ちゃん

さ 　 や

「桜淵にお花見にきたけどまだ

早かったみたい。でもブランコ

に乗れてうれしいよ!!」

（右）（左）

このコーナーに登場する、お子さんの写真を募集します。

　
　
Ｐ
Ｏ
法
人
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
四

　
　
岳
館
（
し
が
く
か
ん
）
は
、
新
城
市

の
山
間
過
疎
地
で
「
福
祉
有
償
運
送
サ

ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
新
城
で

「
自
家
用
車
の
な
い
生
活
」
を
想
像
で

き
ま
す
か
？
公
共
移
動
手
段
が
無
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
常
で
気
軽

に
使
う
に
は
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

　
　
通
弱
者
と
い
わ
れ
る
高
齢
者
や
障

　
　
害
者
の
方
々
は
、
病

院
や
公
共
施
設
、
商
業
施

設
へ
行
く
に
も
、
い
つ
も

大
仕
事
。
そ
こ
で
、
現
在

は
車
イ
ス
を
乗
せ
る
こ
と

が
で
き
る
２
台
の
自
動
車

と
26
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

運
転
手
（
受
付
対
応
・
事

務
ス
タ
ッ
フ
を
含
む
）
の

体
制
で
、
会
員
登
録
を
さ

れ
た
方
を
対
象
に
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
運
転
手
は
、
「
元
気

　
　
な
、
志
の
あ
る
、
お
年
寄
り
」
で
、

男
性
が
多
い
そ
う
で
す
。
「
く
じ
け
そ

う
に
な
る
時
、
お
じ
さ
ん
た
ち
が
が
ん

ば
っ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
が
ん
ば
る

気
力
が
わ
い
て
く
る
」
と
、
代
表
の
伊

東
さ
ん
。

　
　
互
い
無
理
は
し
な
い
で
、
目
の
前

　
　
の
「
や
れ
る
こ
と
」
を
日
々
乗
り

越
え
て
い
く
と
い
う
経
験
の
積
み
重
ね

が
、
今
の
四
岳
館
の
自
信
に
つ
な
が
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

年
齢
は
高
い
が
、

志
も
高
い

助
け
合
う
心
が
つ
な
ぐ

い
い
関
係

N交

お

NPO法人自立支援センター　四岳館
代 表 者 　伊東清子（会員約100人）
活動内容　 福祉有償運送サービス
設　　立　 1986年（NPO法人化2001年）
所 在 地 　新城市長篠字下り筬69
電話＆FAX　 32－2900

チ
カ
ラ

チ
カ
ラ

市民の市民の

対象／市内在住の小学校入学前までのお子さん。掲載方法／受付順に掲載します。応募方法／�コメント（お子さんのもの
を50字程度で）�写真（現像サイズはサービス版、デジタルも可）�お子さんの氏名（カナ）�生年月日�ご両親の名前�
応募者の住所�氏名�電話を記入し、郵送またはメールでお送りください。宛先／郵送の場合〒441-1392秘書広報課「集
まれ！ちびっ子広場」係 ※写真の返送はしません。Ｅメールの場合／info@city.shinshiro.lg.jp「集まれ！ちびっ子広場」係

ボ

し 　 が く か ん
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　今年の消防団観閲式は、旧3市町村に分かれて

行いました。3月5日（日）鳳来消防団観閲式を皮切

りに、12日（日）新城消防団、19日（日）作手消防団

が、日ごろの練習の成果を披露しました。

　穂積市長から「未来が皆さんの肩にかかり荷は

大きいですが、安全安心して暮らせるようご尽力

いただきたい」と訓示がありました。3地区の消

防団は、平成20年4月に向けて統合が図られる予

定です。

　小学生が誕生日に、自分で選んだ本をプレゼン

トされる“本のバースデープレゼント事業”が、

3月8日（水）・9日（木）に作手地区各小学校で行わ

れました。

　巴小学校では、体育館いっぱいに約700冊の彩

りあふれる児童書や絵本が並べられると、児童は

目を輝かせながら、いっせいに「本選び」を始め

ます。１冊しか選べないとあって、児童たちの表

情は真剣そのもの。早く誕生日がこないか待ち遠

しいですね ! !

地
元
消
防
団

頑
張
っ
て
い
ま
す
！

〜
消
防
観
閲
式
〜 ほしい本は見つかったかな

本のバースデープレゼント

作手地区

鳳来地区
作手地区

新城地区

新
城
消
防
団

作手消防団

鳳来地区

子どもすぽーつくらぶ

　3月11日（土）、ふれあいパークで、今年度

最後の子どもすぽーつくらぶが行われまし

た。1年から6年生までの12人に皆勤賞の表

彰を行った後、低学年は「ディスクゴルフ」、

高学年は「ベンチ作り」を行いました。最

後はスタッフの作った甘酒を飲んで一年を

締めくくりました。

鳳来消防団鳳来消防団
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ナイスショット！
鳳来地区市民ゴルフ大会

しんしろ森の学校開校

作手地区

鳳来地区

　平成14年11月から、作手地区の学校給食米は、

すべて作手産の「ミネアサヒ」を使用しています。

　地元で生産されたものを地元で消費する『地産

地消』の取り組みは、本来あるべき姿であると思

います。

　ご飯をほお張っている児童たちの満足気な表情

をみていると、お米を提供している農家の皆さん

の努力が報われる感じがしました。

　自然や森林に触れながら、荒れた森林を

見つめ直し、知識や手入れの技術を習得す

る「しんしろ森の学校」が、3月11日（土）

に行われ、参加した16人の中には、市外か

ら山好きの人も加わり、森林の理解を深め

るきっかけづくりが始まりました。

新城地区

つ
く
で
っ
子
に
作
手
産
の
お
米
を

協
和
小
学
校
給
食
風
景

　3月3日（金）、秋葉ゴルフ倶楽部で、「第

15回鳳来地区市民ゴルフ大会」が開催さ

れました。澄み渡る春空の下、165人の参

加者がプレーを楽しみました。

　恒例となったチャリティー募金129,200

円が、新城市社会福祉協議会へ寄付され

ました。
このゴルフ大会の男子の部優勝は、内藤成志さん（連合）
・女子の部優勝は、柿原伊都子さん（乗本）でした。
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まちの話題

「
飯
田
線
文
化
パ
ー
ト
7
」

地
元
芸
能
を
ア
ピ
ー
ル

新城地区

新城地区

作手地区今年度最後の子育て教室

人形劇はいかがですか

　3月12日（日）、新城文化会館大ホールで、新城

子供歌舞伎、大海放下、身平橋はねこみなどの地

元の伝統芸能が、多くの観客を魅了しました。　

また、展示室に飾られたＮゲージやプラレール、

はなのき広場のミニＳＬ試乗には、子どもたちの

列が後を絶ちませんでした。

　3月10日（金）に作手保健センターで、子育て教

室が開かれました。今年度最後となる子育て教室

では、一番人気の人形劇とあってか、大人と子ど

も合わせて39人が参加してくれました。

　人形劇団「とんぼ」の卵預り屋に扮した劇団員

が、子どもたちを巻き込んでの演技は大好評！子

どもだけでなく、お母さん方も夢中になって見入

っている姿は、とてもほほえましく感じられまし

た。

  市民パソコン塾で新城市地域 I Tリーダーとし

てパソコンの操作指導を行う藤本忍さん（川田地

区）と美佐さん（旧姓石井）が、3月21日（祝）に

出会いのきっかけとなった新城まちなみ情報セン

ターで結婚式を挙げました。

 式は人前式で行われ、指輪の交換をした 2人に

大きな拍手が響き渡りました。

出
会
い
の
場
所
が

あ
ら
た
な
出
発
地
に

　海老地区から谷川に沿って曲がりくねった道を

進むと、目の前に突然、なだらかな斜面いっぱい

に広がる梅の雲海が現れます。山の中にこんなす

ばらしい梅林があるのかと、初めて訪れた人は、

そのすばらしい景観と、一面に漂う梅の花の香り

に驚きます。

　減反政策から植え始めた梅の木は、今では約

200本になり、3月に開催した梅花まつりには、約

１万人もの人が訪れました。

梅の花の香り漂う

「川売」
鳳来地区

み だいらばし

か　 お れ

う め は な
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　第14回全国小学生作文コンクール「わたしの

まちのおまわりさん」（出展総数16,296）で、舟着

小学校５年生（受賞当時）の原瑞貴さんが佳作を、

森真菜実さんが入選を受賞しました。

　原さんは通学路などで会うおまわりさんの姿を

生き生きと描き、森さんは書きたい気持ちを素直

に表現したことが今回の受賞につながったようで

す。明るくあいさつを交わし、子どもたちを見守

る日吉駐在所 朝倉哲雄さんも誇らしげでした。

　3月26日（日）に、新町地区まちづくり協議会が

主催で、愛知県新城設楽総合庁舎西側の「新桜通

り」を歩行者天国にして、青空コンサートやさる

まわしなどの催しを行いました。

　街路に植えられた陽光桜は満開間近で、大勢の

方が訪れました。

新城地区

新城地区

　
わ
が
ま
ち
新
城
に
は
、
戦
国

時
代
に
起
こ
っ
た
長
篠
合
戦
に

ゆ
か
り
の
深
い
史
跡
、
城
郭
跡
、

戦
地
な
ど
が
市
域
全
体
に
広
が

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、

今
か
ら
約
500
年
前
に
造
ら
れ
た

長
篠
城
は
、
昭
和
４
年
に
国
の

史
跡
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し

た
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
４
月
６
日

（木）

（
シ
・
ロ
の
日
）
に
、
長
篠
城
が
、

（財）
日
本
城
郭
協
会
か
ら
日
本
の

100
名
城
の
一
つ
と
し
て
、
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　
全
国
の
城
郭
フ
ァ
ン
の
推
薦

や
専
門
家
・
研
究
家
ら
に
よ
っ

て
、
①
今
に
残
る
面
影
、
②
著

名
な
歴
史
の
舞
台
、
③
各
時
代

の
代
表
、
な
ど
の
３
つ
の
要
素

か
ら
総
合
的
に
審
査
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
長
篠
城

跡
を
訪
れ
て
、
全
国
に
誇
る
市

内
の
文
化
財
の
も
つ
価
値
を
再

発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　
そ
の
時
に
は
ぜ
ひ
、
城
跡
内

に
あ
る
長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

に
ご
入
場
い
た
だ
き
、
戦
国
の

世
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
数
々

の
本
物
の
展
示
品
を
、
ご
観
覧

く
だ
さ
い
。

②

市内で開催されたイベントや地域の話題などを紹介します。皆さんから寄せられる情報をお待ちしています。本庁・秘書広報課　�23-7623

「
国
指
定
史
跡
 

長
篠
城
跡
」
日
本
100
名
城
に
認
定
！

鳶
ヶ
巣
山
か
ら
長
篠
城
跡
を
望
む

大
正
の
こ
ろ
の
絵
は
が
き

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

�
32
‐
0
1
6
2

●問

みず き

ま な み

よう こうざくら

じ
ょ
う
か
く
あ
と

と
び

が

す

や
ま
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3月届出分
3月1日～31日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

�固定資産税・都市計画税 ……………全期・１期

�軽自動車税 …………………………………全期

�上下水道料金・簡易水道料金・・・・4月期（3・4月）

�農業集落排水使用料　・・・・・・・4月期（3・4月）

�下水道事業受益者負担金……………………1期

�市営住宅使用料……………………………5月分

�し尿汲取り手数料……………………1期（3・4月）

�保育園保育料………………………………5月分

　5月31日（水）までに納めましょう。

5月の税金・使用料など市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

17年 18

26

8

0

1

1

30

32

2

30

33

3

106

98

－8

66

66

0

0

3

3

98

85

－13

98

88

10

308

317

9

18年

増減

17年

18年

増減

分

3月中

累計
3月末
現在

加
藤
　
優
人

河
口
蓮
太
郎

加
藤
　
柊
希

原
田
虎
太
郎

小
林
　
龍
峨

星
野
　
汰
月

安
形
　
泰
洋

八
木
　
萌
日

瀬
野
　
和
奏

加
藤
　
稜
基

�
本
　
由
依

山
本
　
魁
路

小
宮
山
楓
果

金
田
　
光
央

村
野
　
菜
月

紅
谷
　
百
架

伏
見
　
祐
風

丸
山
　
綾
加

峯
野
　
春
希

新
貝
　
悠
真

柏
木
　
清
吾

鈴
木
　
亨
弥

今
村
　
清
楓

河
合
　
流
聖

久
嶋
彩
弥
加

奈
女
田
朋
花

藤
野
　
龍
大

男男男男男男男女女男女男女女女女男女男男男男女男女女男

雅
己

均隆
道

修邦
寧

直
樹
　

紘
司
　

公
啓
　

弘
志
　

繁
佳
　

幸
治

良
明
　

貴
之
　

吉
史
　

芳
明
　

康
之
　

圭
市

貴
久

幸
和

光
範

直
人
　

久
敬
　

忠
寛

拓
村

一
史
　

昇
孝

靖
二
　

富
永
　

黒
田
　

稲
木
　

東
新
町

平
井
　

平
井
　

富
保
　

平
井
　

本
郷
　

片
山
　

大
野
田

平
井
　

諏
訪
　

東
新
町

本
町
　

川
路
　

栄
町
　

大
野
３
番
組

豊
島
　

井
代
　

栄
町
　

富
永
　

富
永
　

塩
瀬
　

鴨
ケ
谷

海
老
副
川

川
田
　

5月の各種相談 ※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

女性悩みごと電話相談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

パソコン悩みごと相談

健 康 相 談

こ こ ろ の 相 談

す こ や か 相 談

能 登 瀬 い き い き 広 場

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター

作手開発センター

行 政 課

しんしろ福祉会館相談室

勤労青少年ホーム

東 庁 舎 会 議 室

市民体育館第１会議室

勤労青少年ホーム

鳳来総合支所2階・第2会議室

作 手 総 合 支 所

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

鳳来保健センター

東部高齢者生きがいセンター

毎週月～金曜日　（要予約）

5/1（月）　午前9時～11時　（要予約）

毎週月～金曜日　午前10時～午後5時　（要予約）

5/11（木）　午前10時～午後3時　（要予約）

5/10（水）、24（水）午後1時～4時（要予約5/1～予約受付）

5/19（金）　午後1時～4時

5/9（火）、17（水）　午後1時～4時

5/8（月）　午後1時～4時

5/9（火）、23（火）　午前10時～午後2時

5/12（金）、26（金）　午後1時～4時

5/16（火）　午後1時～4時

5/9（火）　午後1時～4時

5/23（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

5/6（土）、20（土）　午前9時～正午　（要予約）

5/13（土）　午前9時～正午　（要予約）

5/27（土）　午前9時～正午　（要予約）

毎週土曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

毎週月曜日　午前9時30分　（健康手帳持参）

5/1（月）　午前10時（要予約）

5/24（水）　午前9時30分　（母子健康手帳持参）

5/25（木）　午前10時　（健康手帳持参）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

指 導 室

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会鳳来センター

社会福祉協議会作手センター

フリ ー ダ イ ヤ ル

社 会 福 祉 協 議 会

商 工 観 光 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

新城まちなみ情報センター

鳳来保健センター

�23-7366

�23-8551

�23-7652

�22-4076

�23-5618

�32-0553

�38-1481

�0120-874-412

�23-5618

�23-7634

�23-7628

�23-7625

�23-7640

�24-0001

�32-2811

相 談 名 な ど � 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　　と こ ろ � 　　　申し込み・問い合わせ�

※

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん
氏
　
　
　
名
　
　
　
　性
別
　
　保
護
者
　
　
　

地
　
区

　
　

ゆ
う

と

れ
ん

た

ろ
う

　
　
し
ゅ
う

き

　
こ

た

ろ
う

　
　
　り
ゅ
う
が

　
　

た

つ
き

　

　
た
い
よ
う

　
　

ほ
の

か

　
　

わ

か
な

　
　
い
つ

き

　
　

ゆ

い

　
　
か
い

じ

　
　
ふ
う

か

　
　
　
み

お

　
　
　
な
　
つ
き

　
　

も
も

か

　
　

ゆ
う

た

　
　

あ
や

か

　
　

は
る

き

　
　

ゆ
う

ま

　
　

せ
い

ご

　
　

み
ち

や

　
　

さ
や

か

　
　
り
ゅ
う
せ
い

　
さ

や

か

　
　

と
も

か

　
　
り
ゅ
う
た
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5月の夜間緊急医・休日診療所
夜間緊急医輪番表（午後7時～11時）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

　市民の皆さんおよび市民病院を受診される患者さんには、ご不便

をおかけしています。市民病院医療体制が再建するまでの期間は、

救急医療、時間外診療・時間外救急医療を次のように行います。

　平日時間内の救急医療　�　対応可能

● 午前8時30分～午後5時15分

　2次救急医療体制（入院・手術が必要な患者様の受入れ体制）で

診療します。ただし、一部の診療科および疾病は、次のとおり対応

いたします。

※「産婦人科」「精神科」の患者さんは診療できません。

※心筋梗塞、脳出血、多発外傷など、より高度医療を必要とする病

　気は、3次救急医療施設への受診を誘導します。

　時間外診療・時間外救急医療　�　対応困難

● 平日時間外　 午後5時15分～翌日の午前8時30分

● 土、日曜日・祝日　24時間

　時間外の救急外来患者さんへの対応ができません。

※医師不足のため当直医師は、入院患者さんのみの診療です。

ご不明な点は市民病院へお問い合わせください。

　　医科・歯科を開設しています。

診療時間

　　医科（午前9時30分～午後4時30分）

　　歯科（午前9時～正午）

開 設 日

　5月　3日（水）・　4日（木）・ 5日（金）・ 7日（日）
　　　14日（日）・21日（日）・28日（日）
開設場所

　　新城市矢部字上ノ川1番地8

　　新城休日診療所　�23‐3665

　診療は医科・歯科ともに外来のみです。

　利用されるときは、必ず「健康保険証」などをご持参く

　ださい。

休　日　診　療　所

夜間緊急医
外来のみで、午後7時から11時までですので受診を希望される
方は、容態を事前に連絡してお越しください。また、緊急医は
都合で変わることがあります。

原 田 小 児 科 内 科 医 院
�23-3221

永 田 内 科
�23-3301

あいきょうクリニック
�24-1777

今 泉 医 院
�35-1003

原 田 小 児 科 内 科 医 院
�23-3221

今 泉 病 院
�22-1150

な が し の ク リ ニ ッ ク
�32-3223

く ま が い 医 院
�23-6800

石川整形外科クリニック
�24-6500

さ く ら 眼 科
�22-4100

緑 が 丘 診 療 所
�24-4026

あいきょうクリニック
�24-1777

茶 臼 山 厚 生 病 院
�22-2266

荻 野 医 院
�32-0020

今 泉 医 院
�35-1003

おさだファミリークリニック
�23-7772

皮膚科新栄クリニック
�24-6022

内 山 医 院
�24-1212

春 日 眼 科
�24-3222

星 野 病 院
�32-1515

織 田 医 院
�34-0021

西新町内科整形外科外科医院
�22-0372

森 下 医 院
�36-0002

中 村 医 院
�22-2863

ほ う ら い ク リ ニ ッ ク
�32-1026

村 松 内 科
�22-0026

宮 本 病 院
�35-0811

おさだファミリークリニック
�23-7772

高 木 内 科 医 院
�22-2861

ち さ と 医 院
�23-4321

静 巌 堂 医 院
�35-0022

（大野田）

（ 諏 訪 ）

（大野田）

（玖老勢）

（大野田）

（ 栄 町 ）

（ 長 篠 ）

（ 富 永 ）

（ 平 井 ）

（上平井）

（緑が丘）

（大野田）

（ 富 沢 ）

（ 長 篠 ）

（玖老勢）

（ 本 町 ）

（ 平 井 ）

（ 平 井 ）

（ 杉 山 ）

（ 大 野 ）

（下吉田）

（東新町）

（ 布 里 ）

（ 的 場 ）

（ 大 野 ）

（東新町）

（ 海 老 ）

（ 本 町 ）

（ 栄 町 ）

（ 杉 山 ）

（ 副 川 ）

救急医療、時間外診療・
時間外救急医療の受付が

変わります！

新城市民病院からのお知らせ

�22－2171（代表）　�23－7852（直通）

（問い合わせ先）　新城市民病院　総務課
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平

成
1

8
年

5
月

号

至出沢

新城保健
センター

茶臼山駅

新城東高校

JR飯田線

パイパス
建設中

大宮
企業団地

151

東郷
中学校

●
至
豊
川

至作手

石田

消防署杉山

杉山北至
豊
川

至
鳳
来

JR飯田線

千郷
中学校

151

千郷
小学校

●

301

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
市
内
に
あ
る
26
の
小
・
中
学

校
の
特
色
あ
る
活
動
・
行
事
な
ど
を
、
毎
回
2
校
ず

つ
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
は
、
千
郷
小
学
校
と
東
郷
中
学
校
で
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
12
年
度
に
始
ま
り
、

平
成
17
年
度
ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。
３

年
生
と
６
年
生
の
全
員
が
、
好
き
な
絵
本

や
物
語
を
約
1,
0
0
0
冊
の
中
か
ら
選
び
、

そ
の
本
に
氏
名
を
入
れ
、
図
書
室
の
書
棚

に
保
存
し
ま
す
。

　
全
校
児
童
が
、
友
達
が
選
ん
だ
本
は
ど

ん
な
本
だ
ろ
う
か
と
、
早
速
、
借
り
ま
す
。

こ
う
し
て
本
好
き
な
千
郷
っ
子
が
だ
ん
だ

ん
増
え
て
き
ま
し
た
。
17
年
度
ま
で
に

1,
5
0
0
冊
を
超
え
る
絵
本
や
物
語
の
蔵

書
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
、
積
極
的
に
国
際
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
生
徒
の

国
際
感
覚
を
磨
こ
う
と
、
多
く
の
外
国
か
ら
の
お
客
様
を
迎
え

た
り
、
文
通
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、ス
イ
ス
・
ヌ
シ
ャ
テ
ル
市
の
ア
ル
ム
ラ
ン
音
楽
隊
40

人
（
高
校
生
を
中
心
に
小
学
生
か
ら
20
歳
ま
で
の
青
少
年
）
、

韓
国
の
中
学
生
24
人
、ア
メ
リ
カ
か
ら
の
国
際
交
流
員
、
イ
ギ
リ

ス
か
ら
の
留
学
生
2
人
（
大
学
生
）
、ス
イ
ス
の
芸
術
家
な
ど
多

く
の
ゲ
ス
ト
を
迎
え
ま
し
た
。

　
ス
イ
ス
の
音
楽
隊
訪
問
の
際
は
、マ
ー
チ
ン
グ
演
奏
の
披
露
の

後
、
本
校
「
夢
太
鼓
」
の
演
奏
や
合
同
演
奏
、
さ
ら
に
、
国
際
交

流
メ
ニ
ュ
ー
の
ス
イ
ス
料
理
を
囲
ん
で
の
交
歓
給
食
を
行
い
、フ
ラ

ン
ス
語
、
英
語
、
日
本
語
を
駆
使
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
韓
国
中
学
生
と
は
、
全
学
級
で
の

合
同
授
業
に
続
い
て
、
交
流
会
を
行

い
ま
し
た
。
生
徒
会
主
催
の
交
流
会

で
は
、
剣
道
な
ど
の
日
本
武
道
の
紹

介
、
全
校
参
加
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

行
い
、
最
後
に
お
礼
と
し
て
韓
国
の

扇
を
使
っ
た
華
麗
な
舞
踊
が
披
露
さ

れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
国
際
交
流
員
や
留
学
生
や
芸
術

家
は
、
英
語
や
社
会
の
授
業
で
そ
の

日
限
り
の
外
部
講
師
と
し
て
、
生
き

た
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
文
化
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
選
択
の
授
業
で
取
り
組
ん

だ
文
通
は
、
韓
国
、
カ
ナ
ダ
、ス
イ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
の
中
学
生
ら
を
対
象
と
し

て
行
い
、
互
い
の
文
化
を
紹
介
し
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
Ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
な
感
覚
で
さ

ら
に
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ラ

イ

ト
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千
郷
小
学
校

No.4

屋
内
運
動
場
が
竣
工

L
i
g
h
t（
気
軽
）
な
感
覚
で
国
際
交
流

6
年
間
続
け
た

子
ど
も
が
選
ぶ
図
書
事
業

　
千
郷
小
学
校
校
区
民
の
長
年
の
念
願
で
あ
っ
た
新
屋

内
運
動
場
（
体
育
館
）
が
完
成
し
、
3
月
3
日

（金）
に
竣
工

式
を
迎
え
ま
し
た
。
歴
史
あ
る
旧
体
育
館
は
手
狭
ま
に

な
り
、
老
朽
化
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
ら
れ

ま
し
た
。

　
3
月
20
日

（月）
の
平
成
17
年
度
卒
業
式
は
、
新
屋
内
運

動
場
で
行
い
、
卒
業
生
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

東
郷
中
学
校

スイス音楽隊との交流

韓国中学生との「合同授業」




